
一

ひ
と
つ
の
島
・
ふ
た
つ
の
国

地
形
や
生
態
系
と
し
て
は
島
全
体
が
ほ
ぼ
一
体
な
の
に
、
国
境
に
よ
っ
て
分
か

た
れ
た
二
つ
の
独
立
国
が
際
立
っ
た
社
会
的
・
経
済
的
な
格
差
や
文
化
の
違
い
を

み
せ
る
希
有
の
例
が
カ
リ
ブ
海
域
、
大
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
に
あ
る
。
カ
リ
ブ
海
域

で
は
キ
ュ
ー
バ
島
に
次
ぐ
大
き
な
島
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
（
ス
ペ
イ
ン
語La

（
�
）

Espanola

、
フ
ラ
ン
ス
語
・
英
語H
ispaniola

）
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ

共
和
国
（
以
下
、
ハ
イ
チ
と
記
す
）
で
あ
る
。
島
の
東
の
三
分
の
二
を
ド
ミ
ニ
カ

共
和
国
が
、
西
の
三
分
の
一
を
ハ
イ
チ
が
占
め
る
。
一
四
九
二
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ス

第
一
回
航
海
で
「
発
見
」
さ
れ
た
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
は
面
積
七
万
六
一
九
二
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
北
海
道
（
七
万
七
九
八
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
よ
り
や

（
�
）

や
小
さ
い
（
世
界
第
二
十
三
位
）
海
洋
島
（
洋
島
）
で
あ
る
。

一
時
期
は
ス
ペ
イ
ン
が
全
島
を
領
有
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
帰
属
や
実
効
支

配
は
両
国
と
も
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
め
ま
ぐ
る
し
く
変

わ
り
、
そ
こ
に
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
も
関
与
し
て
く
る
。「
略
奪
の
海
」
と
呼

ば
れ
、
海
賊
が
跋
扈
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
カ
リ
ブ
海
域
（
桃
井
治
郎

二
〇
一

七
）、
西
イ
ン
ド
諸
島
で
は
、
こ
の
よ
う
な
変
遷
は
驚
き
に
値
し
な
い
史
実
で
は

あ
る
。
た
だ
、
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
場
合
、
ス
ペ
イ
ン
と
フ
ラ
ン
ス
と
い
う
旧

宗
主
国
が
島
内
で
も
長
い
間
衝
突
を
繰
り
返
し
て
き
た
こ
と
は
特
記
さ
れ
る
。
両

国
と
も
、
も
と
は
一
次
農
産
品
の
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
を
欧
米
に
輸
出
す
る
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
型
の
植
民
地
で
あ
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
の
外
国
勢
力
の
圧
力
や
複
雑
な

対
立
感
情
、
自
然
条
件
の
差
異
に
よ
っ
て
、
一
九
世
紀
以
降
、
両
国
は
異
な
る
性

格
の
国
民
国
家
と
し
て
歩
ん
で
き
た
。

（
�
）

最
初
の
境
界
（boundary

）
が
一
六
九
七
年
の
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
に
よ
っ
て

確
定
し
た
。
そ
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
は
入
植
者
に
開
拓
を
ま
か
せ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス

は
多
く
の
ア
フ
リ
カ
か
ら
黒
人
奴
隷
を
サ
ン
ド
マ
ン
グ
（Saint-D

om
ingue

）
に

導
入
し
て
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
発
達
さ
せ
た
。
そ
の
た
め
、
奴
隷
人
口
が

優
勢
と
な
り
、
現
在
の
民
族
構
成
の
両
国
の
顕
著
な
相
違
と
な
っ
て
い
る
。
境
域

確
定
後
も
境
界
を
越
え
て
の
侵
入
や
紛
擾
が
き
わ
め
て
多
い
。
一
八
一
四
年
に
パ

リ
条
約
で
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
が
ハ
イ
チ
か
ら
独
立
宣
言
し
た
と
き
に
国
境
が
定
め

ら
れ
た
の
ち
も
両
国
は
小
競
り
合
い
が
続
き
、
よ
う
や
く
一
九
二
九
年
に
現
在
の

〈
調
査
報
告
〉イ

ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
二
つ
の
国
の
径
路

│
│
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
周
回
覚
え
書
│
│

野

間

晴

雄

―１ ―
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（
�
）

国
境
が
確
定
す
る
。
そ
れ
以
降
は
島
の
二
つ
の
領
域
の
変
更
は
な
い
。

し
か
し
、
一
九
三
七
年
、
ド
ミ
ニ
カ
の
独
裁
者
ト
ル
ヒ
ー
ジ
ョ
（R

afael
Tru-

jillo
）
は
、
国
境
付
近
に
居
住
す
る
耕
作
者
や
出
稼
ぎ
の
ハ
イ
チ
人
を
大
虐
殺
し

た
。
現
在
ま
で
続
く
ハ
イ
チ
か
ら
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ
一
方
的
な
人
流
が
引
き
起

こ
す
軋
轢
に
よ
っ
て
、
両
国
の
対
立
は
な
お
根
深
い
も
の
が
あ
る
。
両
国
は
現
在

一
〇
倍
を
超
え
る
経
済
格
差
が
あ
る
が
、
ハ
イ
チ
か
ら
ド
ミ
ニ
カ
へ
の
日
常
の
物

流
や
交
流
は
、
出
稼
ぎ
者
の
流
動
を
除
く
と
き
わ
め
て
少
な
い
。
不
法
入
国
を
回

避
す
る
た
め
、
ド
ミ
ニ
カ
に
よ
る
国
境
の
壁
建
設
さ
え
始
ま
っ
て
い
る
。

言
語
で
は
ハ
イ
チ
が
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
語
の
ほ
か
ハ
イ
チ
・
ク
レ
オ
ー
ル

語
も
公
用
語
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
は
旧
宗
主
国
の
言
語

の
ス
ペ
イ
ン
語
の
み
が
公
用
語
で
あ
る
。
民
族
構
成
も
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
が
ム
ラ

ー
ト
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
ア
フ
リ
カ
系
一
一

パ
ー
セ
ン
ト
、
ハ
イ
チ
が
ア
フ
リ
カ
系
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
そ
の
他
五
パ
ー
セ
ン

ト
と
大
き
く
異
な
る
。

島
の
中
央
山
地
を
縫
う
よ
う
に
し
て
走
る
境
界
の
東
側
は
ス
ペ
イ
ン
に
よ
っ

て
、
同
島
の
西
側
は
フ
ラ
ン
ス
に
よ
っ
て
統
治
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
四
〇
〇
年

間
以
上
に
わ
た
り
両
地
域
の
歴
史
や
経
済
は
、
言
語
、
文
化
、
社
会
シ
ス
テ
ム
が

旧
宗
主
国
を
反
映
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け

て
流
入
し
て
き
た
中
国
、
レ
バ
ノ
ン
、
ユ
ダ
ヤ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
ペ

イ
ン
、
イ
ン
ド
、
ア
メ
リ
カ
（
と
く
に
プ
エ
ル
ト
リ
コ
）、
日
本
な
ど
か
ら
の
人

流
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
ク
レ
オ
ー
ル
化
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

キ
ュ
ー
バ
島
は
島
の
大
半
が
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
の
な
だ
ら
か
な
起
伏
の
丘

陵
地
や
平
野
が
占
め
る
の
に
対
し
て
、
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
に
は
五
つ
の
大
き
な

山
脈
が
走
り
、
島
の
四
分
の
三
は
険
し
い
山
地
と
な
っ
て
い
る
（
図
１
）。
西
イ

図 1 イスパニョーラ島と現在の国境線
（Google Earth に筆者地名を追記）

― ２ ―



ン
ド
諸
島
最
高
峰
の
ピ
コ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
（Pico

D
uarte

、
三
〇
八
七
メ
ー
ト

ル
）
は
ド
ミ
ニ
カ
側
に
あ
り
、
二
〜
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
岳
が
島
内
に
い

く
つ
も
分
布
す
る
。
熱
帯
で
は
あ
る
が
、
コ
ン
ス
タ
ン
サ
な
ど
の
高
原
都
市
で
は

高
山
性
の
し
の
ぎ
や
す
い
気
候
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
沖
積
平
野
は
島
内
の

五
つ
の
山
脈
の
あ
い
だ
に
断
続
的
に
広
が
る
に
す
ぎ
な
い
。

二

緊
迫
の
旅
嚢

こ
の
小
文
は
、
ほ
と
ん
ど
予
備
知
識
も
な
い
な
か
、
単
独
で
両
国
を
短
期
間
周

回
し
た
際
の
見
聞
を
、
後
日
、
文
献
等
で
咀
嚼
し
補
い
な
が
ら
、
現
在
、
な
ぜ
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
二
国
の
顕
著
な
差
異
が
際
立
っ
て
し
ま
っ
た
か
を
、
フ
ィ
ー
ル
ド

と
歴
史
を
往
復
し
な
が
ら
小
考
し
た
覚
え
書
で
あ
る
。
私
は
二
〇
二
〇
年
三
月
に

短
期
間
で
あ
る
が
こ
の
二
つ
の
国
を
陸
路
で
左
ま
わ
り
に
周
回
し
、
国
境
を
二
回

（
�
）

越
え
た
。
今
回
の
調
査
旅
行
は
、
折
し
も
世
界
中
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

拡
大
が
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
、
ひ
と
び
と
の
恐
怖
や
不
安
が
増
す
な
か
で

の
緊
迫
し
た
も
の
だ
っ
た
（
野
間
晴
雄

二
〇
二
一
）。

往
路
は
ま
だ
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
乗
り
継
ぎ
の
際
の
検
疫

も
さ
ほ
ど
厳
し
く
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
月
一
一
日
に
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
宣
言
を
し
、
三
月
一
六
日
に
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
ア
メ

リ
カ
国
民
に
対
し
移
動
制
限
の
指
示
を
し
た
。
こ
う
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
刻
々
と
入

る
な
か
、
常
に
テ
レ
ビ
や
ネ
ッ
ト
情
報
を
凝
視
し
な
が
ら
の
移
動
で
あ
っ
た
。

復
路
は
ま
だ
サ
ン
ド
ド
ミ
ン
ゴ
の
空
港
で
は
少
数
の
乗
客
が
マ
ス
ク
を
着
用
し

て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
ま
さ
に
国
内
感
染
拡
大
の
中

心
地
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
と
は
い
え
市
内
に
宿
泊
す
る

の
は
憚
れ
た
。
幸
い
、
今
回
の
フ
ラ
イ
ト
が
ユ
ナ
イ
テ
ィ
ッ
ド
航
空
で
あ
り
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ハ
ブ
空
港
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
に
隣
接
す
る
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

州
の
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
・
リ
バ
テ
ィ
ー
国
際
空
港
（N

ew
ark

Liberty
International

A
irport

）
で
あ
っ
た
こ
と
が
幸
い
し
た
。
な
ん
と
か
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
市
内
の
空
港

隣
接
の
ホ
テ
ル
に
宿
泊
で
き
て
、
成
田
へ
予
定
通
り
戻
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
（
都
市
封
鎖
）
が
三
月
二
二
日
の
夜
か

ら
が
始
ま
っ
た
。

た
だ
、
今
回
の
主
目
的
は
産
業
遺
産
と
し
て
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
製
糖
技
術
史
を
カ
リ
ブ
海
域
で
比
較
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
関
し

て
は
十
分
な
資
料
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
何
よ
り
も
、
両
国
と
も
砂

糖
は
も
は
や
主
要
な
輸
出
品
で
は
な
い
。
現
在
も
農
業
人
口
比
率
が
な
お
五
割
と

高
い
ハ
イ
チ
で
す
ら
、
砂
糖
生
産
は
、
そ
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
比
率
が
き
わ
め
て

小
さ
い
。
た
だ
歴
史
を
遡
る
と
、
一
八
世
紀
の
サ
ン
ド
マ
ン
グ
（
現
在
の
ハ
イ

チ
）
は
、
世
界
一
の
砂
糖
生
産
地
で
あ
っ
た
。
ハ
イ
チ
と
し
て
独
立
し
た
一
八
〇

四
年
以
降
、
砂
糖
の
国
際
価
格
の
低
迷
を
補
完
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
コ
ー
ヒ

ー
生
産
に
お
い
て
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
台
頭
す
る
ま
で
は
世
界
の
主
要
産
地
で
あ
っ

た
輝
か
し
い
歴
史
を
も
つ
。
そ
れ
が
い
ま
や
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
東
部
で
行
わ
れ

て
い
る
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
季
節
労
働
力
や
移
民
労
働
力
を
ハ
イ
チ
人

（
�
）

（
�
）

が
担
っ
て
い
る
が
、
ハ
イ
チ
本
国
で
の
砂
糖
栽
培
は
も
は
や
見
る
影
も
な
い
。
か

つ
て
あ
っ
た
ア
メ
リ
カ
資
本
の
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
の
製
糖
工
場
も
廃
止
さ
れ
て

し
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
、
今
後
、
膨
大
に
あ
る
歴
史
文
献
資
料
を
少
し

ず
つ
読
み
込
み
な
が
ら
、
カ
リ
ブ
海
域
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に

位
置
づ
け
て
い
き
た
い
。
以
下
、
周
回
し
た
順
に
見
聞
メ
モ
を
記
す
。

― ３ ―



（
一
）
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ

二
〇
二
一
年
三
月
六
日
に
成
田
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
経
由
で
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

の
首
都
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
（Santo

D
om
ingo

）
に
は
い
っ
た
。
こ
こ
は
、
コ
ロ

ン
ブ
ス
の
弟
、
バ
ル
ト
ロ
メ
・
コ
ロ
ン
が
一
四
九
六
年
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
の
後
ろ

（
�
）

盾
の
も
と
、
新
大
陸
で
最
初
に
本
格
的
な
建
設
を
し
た
植
民
都
市
で
あ
る
。
た
だ

し
、
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス
が
一
四
九
二
年
、
最
初
に
上
陸
し
た
の
は
島
の
北
岸
で
あ

る
。
そ
こ
に
最
初
の
植
民
都
市
プ
エ
ル
ト
・
イ
サ
ベ
ラ
を
建
設
し
、
内
陸
の
シ
バ

オ
（C

ibao

）
地
方
探
検
を
行
い
、
金
鉱
を
発
見
す
る
。
そ
の
後
は
砂
金
採
取
で

顕
著
な
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
南
米
・
中
米
へ

の
探
検
の
拠
点
と
し
て
、
島
の
南
岸
、
オ
マ
サ
川
河
口
に
恒
久
的
な
植
民
都
市
サ

ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
を
建
設
す
る
。
そ
の
統
治
を
ま
か
さ
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス

（
�
）

の
次
弟
の
バ
ル
ト
ロ
メ
と
息
子
の
デ
ィ
エ
ゴ
・
コ
ロ
ン
で
あ
っ
た
。

一
四
九
六
年
、
バ
ル
ト
ロ
メ
に
よ
っ
て
島
の
南
岸
で
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
の
建
設

が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
原
型
は
オ
マ
サ
川
河
口
東
岸
の
ヌ
エ
バ
・
イ
サ
ベ
ラ
だ

が
、
ハ
リ
ケ
ー
ン
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
、
対
岸
に
、
ニ
コ
ラ
ス
・
デ
・
オ
バ
ン
ド

に
よ
っ
て
一
五
〇
二
年
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
の
が
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ソ
ナ
コ
ロ
ニ
ア
ル
（Zona

C
olo-

nial

）
地
区
に
は
、
新
世
界
最
初
の
教
会
と
し
て
一
五
一
四
年
建
設
の
ア
メ
リ
カ

大
聖
堂
（C

atedral
Prim

ada
de
las
A
m
ericas

）、
サ
ン
タ
・
マ
リ
ア
・
ラ
・
メ

ノ
ル
大
聖
堂
が
あ
る
。
内
部
は
ス
ペ
イ
ン
の
セ
ビ
ー
ジ
ャ
（Seville

）
の
教
会
様

（

）

式
を
踏
襲
し
た
大
理
石
の
リ
ブ
・
ヴ
ォ
ー
ル
ト
（rib-valut

）
が
美
し
い
。
そ
の

正
面
の
コ
ロ
ン
広
場
に
は
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
コ
ロ
ン
（
コ
ロ
ン
ブ
ス
）
の
像
が

そ
び
え
る
（
写
真
１
）

オ
マ
サ
川
に
沿
っ
て
は
最
古
の
要
塞
（Fortaleza

O
zam

a

）
に
あ
る
オ
マ
ー
ジ

ュ
塔
（Torre

del
H
om
enaje

）
は
、
当
初
は
時
計
塔
と
し
て
建
設
さ
れ
、
の
ち

に
は
監
獄
と
し
て
利
用
さ
れ
た
（
写
真
２
）。
こ
の
ソ
ナ
コ
ロ
ニ
ア
ル
の
現
住
人

口
は
約
二
万
人
で
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
歴
史
景
観
保
全
地
区
と
な
っ
て
い

る
（
写
真
３
）。
バ
ル
ト
ロ
メ
の
邸
宅
跡
、
大
学
、
修
道
院
な
ど
が
南
北
三
筋
の

道
路
に
沿
っ
て
立
地
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
植
民
都
市
は
教
会
を
中
心
と
し
た
中
央
広

場
（
プ
ラ
サ
・
マ
ヨ
ー
ル
）
と
グ
リ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
の
街
路
が
特
徴
で
あ
る
。
サ

ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
で
は
、
プ
ラ
サ
・
マ
ヨ
ー
ル
の
敷
地
内
に
入
り
込
ん
だ
形
で
大
聖

堂
が
建
つ
古
形
と
さ
れ
る
（
布
野
修
司
、
ヒ
メ
ネ
ス
・
ベ
ル
デ
ホ

ホ
ア
ン
・
ア

ラ
ン

二
〇
一
三
、
二
〇
五
│
二
一
一
頁
）。
完
全
な
グ
リ
ッ
ド
パ
タ
ー
ン
で
は

な
く
、
地
形
に
既
定
さ
れ
て
変
形
し
て
は
い
る
が
、
そ
の
理
念
は
生
き
て
い
る
。

こ
こ
が
新
大
陸
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
支
配
の
初
期
の
拠
点
と
な
っ
た
。

新
市
街
は
旧
市
街
の
北
と
東
西
に
の
び
る
。
右
岸
側
に
は
、
官
庁
街
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
モ
ー
ル
、
高
級
住
宅
地
が
ひ
ろ
が
る
。
北
部
や
オ
マ
サ
川
左
岸
側
の
東
部

に
は
一
般
住
宅
が
拡
大
し
て
い
る
。
そ
れ
に
沿
っ
て
二
〇
〇
九
年
に
は
中
央
ア
メ

リ
カ
最
初
の
市
営
地
下
鉄
が
ス
ペ
イ
ン
の
援
助
と
技
術
で
、
標
準
軌
で
開
通
し

た
。
現
在
、
南
北
の
一
号
線
と
東
西
の
二
号
線
三
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
開
通
し
て

い
る
。
市
内
交
通
の
渋
滞
や
市
北
部
の
低
所
得
住
民
の
重
要
な
足
と
な
っ
て
い

る
。
写
真
４
は
二
号
線
の
エ
ド
ア
ル
ド
・
ブ
リ
ス
ト
駅
か
ら
ク
ル
ス
・
シ
ャ
ル
ル

・
ド
・
ガ
レ
駅
ま
で
の
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
途
中
三
駅
）
を
む
す
ぶ
二
〇
一
八
年

完
成
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
と
郊
外
の
景
観
で
あ
る
。
オ
マ
サ
川
の
湿
地
に
立
地
す
る

ス
プ
ロ
ー
ル
化
し
た
ス
ラ
ム
を
空
中
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

左
岸
の
「
ミ
ラ
ド
ー
ル
・
デ
ル
・
エ
ス
テ
公
園
」
内
に
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
来
島

五
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
一
九
九
二
年
に
完
工
し
た
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス
灯
台
（Faro

a
C
olón

）
の
近
代
建
築
が
あ
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
遺
骨
が
収
め
ら
れ
た
霊
廟
で
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あ
る
と
と
も
に
、
博
物
館
と
し
て
の
機
能
も
あ
わ
せ
も
ち
、
南
北
ア
メ

リ
カ
の
各
国
や
日
本
も
含
め
て
世
界
の
常
設
展
示
が
行
な
わ
れ
て
い

る
。一

五
〇
八
年
に
シ
バ
オ
の
谷
の
奥
地
で
金
鉱
床
が
発
見
さ
れ
、
新
大

陸
で
最
初
の
金
ブ
ー
ム
が
起
こ
る
。
砦
の
周
囲
に
は
ス
ペ
イ
ン
人
入
植

者
が
徐
々
に
増
え
て
い
き
、
先
住
民
の
タ
イ
ノ
族
を
使
っ
て
砂
金
を
採

取
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
認
め
た
エ
ン
コ
ミ
ン
ダ
制
は
現
地
人
の
使

役
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
植
民
者
に
現
地
民
の
保
護
と
キ
リ
ス
ト
教
化

を
課
し
た
。
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
で
は
彼
ら
が
持
ち
込
ん
だ
疫
病
や
奴

隷
的
な
扱
い
な
ど
で
タ
イ
ノ
族
の
人
口
が
急
減
、
絶
滅
に
瀕
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

一
五
二
〇
年
代
に
メ
キ
シ
コ
や
ペ
ル
ー
で
金
銀
が
発
見
さ
れ
る
と
、

ス
ペ
イ
ン
は
こ
の
島
自
体
へ
の
関
心
が
一
気
に
薄
れ
て
い
っ
た
。
一
六

世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
半
ば
に
か
け
て
、
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
自
体
が

新
世
界
の
な
か
で
孤
立
し
、
貧
困
と
過
疎
・
衰
退
の
時
代
を
迎
え
る
。

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
、
首
都
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
の
維
持
だ
け
で
精
一
杯

で
、
他
の
地
域
で
の
開
発
は
ほ
と
ん
ど
進
展
し
な
か
っ
た
。

（
二
）
ハ
イ
チ
国
境
へ

サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
の
新
旧
市
街
を
ひ
と
と
お
り
ま
わ
っ
た
あ
と
、
午

前
に
一
日
二
便
し
か
な
い
国
際
直
通
バ
ス
で
、
陸
路
ハ
イ
チ
の
首
都
ポ

（

）

ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
（Port-au-Prince

）
に
む
か
っ
た
。
途
中
、
サ
ン
ク

リ
ス
ト
バ
ル
、
バ
ニ
を
経
由
し
、
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
の
西
一
〇
〇
キ
ロ

に
位
置
す
る
ア
ス
ア
（A

zua
de
C
om
postela

）
で
小
休
止
す
る
。
こ

写真 2 オマサ要塞とオマサ川 写真 1 コロン像とサンタ・マリア・ラ・メノル大聖堂

写真 4 サントドンゴ東北の郊外ロープウェー 写真 3 コロン公園に集う人びと（ソナコロニアル）
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こ
は
先
住
民
の
タ
イ
ノ
族
に
よ

る
マ
グ
ア
ナ
諸
公
国
の
一
部

で
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
こ
こ
に
一

時
的
に
避
難
し
た
場
所
で
も
あ

っ
た
。
二
回
目
の
航
海
に
帯
同

し
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
が
こ
の
地
に

入
植
し
、
一
五
〇
四
年
に
正
式

に
植
民
都
市
と
な
る
。
メ
キ
シ

コ
の
征
服
者
エ
ル
ナ
ン
・
コ
ル

テ
ス
も
一
時
期
こ
の
町
に
住
ん

で
い
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
西
は
半
乾
燥
の
ス

テ
ッ
プ
気
候
と
な
り
、
ハ
イ
チ

国
境
ま
で
は
サ
ボ
テ
ン
類
の
多

肉
・
有
棘
植
物
が
車
窓
か
ら
は

目
立
っ
て
く
る
。
バ
ス
は
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
運
搬
し
た
軽
便
鉄
道

の
廃
線
跡
を
た
び
た
び
横
断
す

る
。
砂
糖
積
み
出
し
港
と
し
て

栄
え
、
現
在
は
繊
維
製
品
の
輸

出
加
工
区
や
海
浜
リ
ゾ
ー
ト

で
、
コ
ー
ヒ
ー
や
野
菜
産
地
と

な
っ
て
い
る
バ
ラ
オ
ー
ナ

（B
arahona

）
を
臨
み
な
が
ら

標
高
を
下
げ
て
い
く
。

そ
こ
に
突
如
、
エ
ン
リ
キ
ー
ジ
ョ
湖
の
白
い
風
景
が
あ
ら
わ
れ
（
写
真
５
）、

国
境
の
町
ヒ
マ
ニ
（Jim

aní

）
に
着
く
。
こ
こ
は
バ
ラ
オ
ー
ナ
か
ら
ハ
イ
チ
側
の

ク
ル
デ
サ
ッ
ク
（C

ul-de-Sac

）
平
野
に
つ
な
が
る
地
溝
帯
で
、
両
側
が
断
層
に

な
っ
て
い
る
。
か
つ
て
は
こ
の
部
分
が
海
峡
と
な
っ
て
い
た
。
二
〇
一
〇
年
の
ハ

イ
チ
大
地
震
は
こ
の
活
断
層
が
動
い
た
直
下
型
大
地
震
で
あ
る
。
湖
面
は
海
抜
マ

イ
ナ
ス
四
五
メ
ー
ト
ル
で
、
カ
リ
ブ
海
域
の
陸
地
で
は
最
も
低
い
。
こ
の
塩
湖
の

南
岸
は
始
新
世
の
石
灰
岩
か
ら
な
り
、
採
掘
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
近
年
、
水
位

の
上
昇
が
著
し
く
、
湖
面
面
積
は
拡
大
の
一
途
を
た
ど
り
、
集
落
や
耕
地
が
水
没

し
大
き
な
生
態
系
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
や
森
林
伐
採
の
影

響
で
の
保
水
力
の
減
少
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
は
っ
き
り
し
た
原
因
は
不
明
で

あ
る
。

こ
こ
の
入
国
管
理
事
務
所
で
ハ
イ
チ
入
国
の
手
続
き
を
行
う
。
多
く
の
出
稼
ぎ

ハ
イ
チ
人
の
入
出
国
で
ご
っ
た
が
え
し
て
い
た
（
写
真
６
）。
彼
ら
の
所
持
品
の

少
な
さ
か
ら
、
一
年
の
う
ち
で
何
度
か
国
境
を
ま
た
い
で
循
環
的
移
動
（circu-

lar
m
igration

）
を
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
影
響
で
検

温
や
問
診
も
あ
っ
た
が
、
な
ん
と
か
二
時
間
ほ
ど
で
通
過
で
き
た
。

（
三
）
ペ
シ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
と
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

ハ
イ
チ
側
に
は
い
る
と
、
池
と
い
う
よ
り
湖
で
あ
る
ソ
マ
ー
ト
ル
池
（Etang

Saum
âtre

）
に
出
る
。
標
高
一
五
メ
ー
ト
ル
、
水
深
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
ハ
イ
チ
最

大
の
汽
水
の
構
造
湖
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
南
へ
回
り
込
む
よ
う
に
し
て
ふ
た
た
び

丘
陵
を
の
ぼ
り
、
首
都
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
（Port-au-Prince

）
の
市
街
地
を
み

お
ろ
す
ペ
シ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
（Pétion-V

ille

）
に
到
着
す
る
。
こ
こ
が
国
際
バ
ス
の

写真 6 ヒマニ入国管理事務所 写真 5 エンリキージョ湖
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終
点
で
あ
る
。
人
口
三
八
万
人

（
二
〇
一
五
年
）
で
、
首
都
か

ら
東
十
数
キ
ロ
に
あ
る
富
裕
層

の
郊
外
住
宅
都
市
で
あ
る
。

首
都
を
見
下
ろ
せ
る
標
高
一

〇
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
の
眺
望
と

す
ご
し
や
す
い
気
候
の
ペ
シ
オ

ン
ヴ
ィ
ル
は
、
ハ
イ
チ
の
政
治

家
・
官
僚
や
外
交
官
、
実
業

家
、
外
国
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の

高
級
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
イ
チ
版
の
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ

で
、
高
い
塀
や
門
扉
を
も
っ
た

邸
宅
（
写
真
７
）
や
外
資
系
オ

フ
ィ
ス
、
大
使
館
、
高
級
ホ
テ

ル
も
こ
こ
に
集
中
す
る
。
し
か

し
他
国
の
高
級
住
宅
地
と
異
な

る
の
は
、
す
ぐ
近
く
ま
で
ス
ラ

ム
が
侵
食
し
て
き
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
の
ハ
イ

チ
大
地
震
の
折
に
は
数
万
人
の

人
々
が
、
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス

か
ら
避
難
し
て
き
た
。
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
に
ア
メ
リ
カ
軍
が
テ
ン

ト
村
を
つ
く
り
、
被
災
者
が
暮
ら
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
多
く
の
人
々
が
首
都
へ

戻
ら
ず
に
、
こ
の
郊
外
都
市
の
傾
斜
地
に
居
住
し
、
ス
ク
ウ
ォ
ッ
タ
ー
集
落
が
拡

大
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
区
す
ら
も
現
在
は
安
全
が
保
て
な
い
の
が

ハ
イ
チ
の
現
実
で
あ
る
。
今
年
七
月
七
日
に
暗
殺
さ
れ
た
モ
イ
ー
ズ
大
統
領

（JovenelM
oïse

）
の
自
宅
も
こ
こ
に
あ
る
。

首
都
の
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
は
人
口
一
二
三
万
人
（
二
〇
一
九
年
）
で
、
市
域

が
平
野
・
海
岸
部
に
限
ら
れ
狭
小
な
た
め
、
人
口
密
度
は
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

あ
た
り
三
万
四
二
六
〇
人
と
異
常
に
高
い
。
都
市
圏
人
口
で
は
二
七
五
万
人
（
二

〇
一
九
）
と
全
人
口
の
三
分
の
一
近
く
が
首
都
周
辺
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
傾

向
が
近
年
ま
す
ま
す
加
速
さ
れ
て
い
る
。
ハ
イ
チ
の
国
民
は
大
多
数
が
貧
困
状
態

に
あ
り
、
い
た
る
所
に
ス
ラ
ム
街
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
ソ
レ
イ
ユ
（C

ite

soleil

）
市
の
ボ
ス
ト
ン
（B

oston

）、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
（B

rooklyn

）
地
区
、
ポ

ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
市
の
ベ
レ
ー
ル
（B

el
A
ir

）
地
区
、
マ
ル
テ
ィ
ッ
サ
ン

（M
artissant

）
地
区
、
カ
ル
フ
ー
ル
・
フ
イ
ユ
（C

arrefour
Feuilles

）
地
区
、

ラ
サ
リ
ー
ヌ
（La

saline

）
地
区
、
カ
ル
フ
ー
ル
（C

arrefour

）
市
な
ど
、
ス
ラ

ム
が
市
域
全
体
を
覆
っ
て
る
と
言
っ
て
過
言
で
な
い
。

二
〇
一
〇
年
の
ハ
イ
チ
大
地
震
の
あ
と
の
復
興
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
、
道

路
も
多
く
は
未
舗
装
で
整
備
が
悪
い
。
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
電
気
・
飲
料
水
）
も
き

わ
め
て
不
十
分
で
あ
る
。
殺
人
・
強
盗
・
誘
拐
・
婦
女
暴
行
等
の
凶
悪
犯
罪
や
ギ

ャ
ン
グ
同
士
に
よ
る
銃
撃
戦
等
の
抗
争
が
頻
発
し
て
い
る
。
車
で
市
内
を
通
過
す

る
際
も
窓
は
完
全
に
ロ
ッ
ク
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
震
災
後
の
政
情
不
安
の
た

め
に
国
連
ハ
イ
チ
安
定
化
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（M

IN
U
STA

H

）
が
設
立
さ
れ
、
二
〇

一
七
年
に
は
そ
の
後
継
Ｐ
Ｋ
Ｏ
で
あ
る
国
連
ハ
イ
チ
司
法
支
援
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（M
IN
U
JU
STH

）
と
な
っ
た
。
そ
れ
も
撤
収
さ
れ
て
現
在
は
国
連
ハ
イ
チ
統
合

写真 8 ペシオンヴィルにおけるスラムの拡大 写真 7 塀で囲まれたペシオンヴィルの邸宅
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オ
フ
ィ
ス
（B

IN
U
H

）
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
、
治
安
や
衛

生
状
態
は
き
わ
め
て
悪
い
。

こ
の
よ
う
に
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
は
都
市
の
基
本
的
機
能
す
ら
満
た

し
て
い
な
い
の
に
、
周
辺
や
農
村
部
か
ら
の
流
入
人
口
に
よ
っ
て
、
す

さ
ま
じ
い
過
密
化
が
コ
ナ
イ
ブ
湾
の
低
地
部
の
み
な
ら
ず
、
本
来
は
郊

外
の
富
裕
層
の
高
級
住
宅
地
や
政
府
機
関
、
高
級
ホ
テ
ル
な
ど
が
集
中

し
て
い
る
高
台
の
ペ
シ
オ
ン
ヴ
ィ
ル
ま
で
ス
プ
ロ
ー
ル
化
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
本
来
は
谷
や
急
崖
で
人
家
が
建
つ
べ
き
で
な
い
場
所
ま

で
、
地
震
の
被
災
者
家
族
が
バ
ラ
ッ
ク
家
屋
を
無
秩
序
に
建
設
し
て
、

お
そ
る
べ
き
垂
直
的
ス
プ
ロ
ー
ル
が
進
展
し
て
い
る
（
写
真
８
）。

（
四
）
北
部
の
歴
史
都
市
カ
パ
シ
ア
ン
へ

周
囲
全
体
の
山
々
に
樹
木
が
な
い
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
（
写
真
９
）

か
ら
、
北
部
の
歴
史
都
市
カ
パ
シ
ア
ン
（C

ap-H
aitien

）
へ
、
国
道
三

号
線
の
山
側
ル
ー
ト
を
と
っ
て
、
ア
ン
シ
ュ
（H

inshe

）
経
由
の
長
距

離
バ
ス
で
む
か
っ
た
。
国
道
で
す
ら
未
舗
装
部
分
が
多
く
、
整
備
も
不

十
分
で
、
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
八
時
間
を
要
し
た
。
こ
の
山
中
の

車
窓
は
ま
さ
に
す
べ
て
植
被
が
な
く
、
貧
困
と
人
口
圧
の
蟻
地
獄
を
み

る
思
い
で
あ
っ
た
。
乾
燥
し
た
植
生
で
、
粗
末
な
家
や
旧
式
の
サ
ト
ウ

キ
ビ
製
糖
小
屋
（
写
真
１０
）
な
ど
も
散
見
さ
れ
る
が
、
ま
と
も
な
耕
地

は
き
わ
め
て
少
な
い
。
カ
パ
シ
ア
ン
に
近
づ
き
渓
谷
に
沿
っ
て
下
っ
て

く
る
と
や
っ
と
緑
の
植
生
や
バ
ナ
ナ
な
ど
の
菜
園
が
散
見
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。

カ
パ
シ
ア
ン
は
北
県
に
属
す
る
カ
リ
ブ
海
に
面
し
た
港
湾
・
歴
史
都

写真 10 ハイチ山間部のサトウキビ製糖小屋 写真 9 ポルトープランス周辺の森林荒廃

写真 12 カパシアン市街のゴミ溜化した都市河川 写真 11 カパシアンの教会とジンジャーブレッド
様式のコロニアル住宅
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市
で
あ
る
。
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
が
大
地
震
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
襲
来
後
の
復
興
が
ま

ま
な
ら
ず
、
政
情
も
治
安
も
き
わ
め
て
悪
い
な
か
、
こ
の
都
市
周
辺
が
国
内
唯
一

の
観
光
資
源
と
な
っ
て
い
る
。
現
人
口
は
二
七
万
人
（
二
〇
一
五
年
）
に
す
ぎ
な

い
が
、
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
全
盛
の
一
八
世
紀
に
は
こ
の
北
部
平
野
が
仏
領

サ
ン
ド
マ
ン
グ
の
中
心
で
、
最
大
人
口
を
誇
っ
た
。
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約
締
結
後

に
一
七
一
一
年
に
カ
プ
フ
ラ
ン
セ
（C

ap-François

）
と
し
て
建
設
さ
れ
た
。
一

七
七
〇
年
に
首
都
が
島
の
西
海
岸
の
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
に
移
さ
れ
る
ま
で
六
〇

年
間
、
サ
ン
ド
マ
ン
グ
の
首
都
で
あ
っ
た
。「
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
の
パ
リ
」
と
も

い
わ
れ
る
ま
ち
な
み
・
建
築
や
洗
練
し
た
文
化
を
誇
る
。
一
八
〇
三
年
に
は
郊
外

の
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
エ
ー
ル
の
戦
い
で
、
デ
サ
リ
ー
ヌ
ら
黒
人
反
乱
軍
が
勝
利
し
ハ
イ

チ
と
し
て
独
立
す
る
と
現
名
称
に
改
名
さ
れ
た
。

湿
気
の
多
い
熱
帯
気
候
に
適
応
し
た
バ
ル
コ
ニ
ー
を
も
つ
、
派
手
な
装
飾
の
庇

を
も
つ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
様
式
の
木
造
建
築
が
市
内
に
散
在
し
て
い
る
（
写

真
１１
）。
し
か
し
公
共
意
識
の
欠
如
、
イ
ン
フ
ラ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
未
整
備
は

こ
の
都
市
に
お
い
て
も
は
な
は
だ
し
く
、
写
真
１２
の
よ
う
な
ゴ
ミ
溜
化
し
た
河
川

（

）

や
、
市
街
地
に
近
い
美
し
い
は
ず
の
ビ
ー
チ
で
す
ら
、
ゴ
ミ
、
廃
棄
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
の
山
で
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
が
と
て
も
で
き
る
環
境
で
は
な

（

）

い
。
こ
れ
に
は
正
直
驚
い
た
。
歴
史
的
な
市
街
地
は
三
本
の
幹
線
道
路
に
沿
っ
て

分
布
す
る
が
、
破
損
が
著
し
く
、
多
く
の
市
民
の
雑
踏
で
混
沌
と
し
て
い
る
。

（
五
）
ラ
ミ
エ
ー
ル
国
立
歴
史
公
園
か
ら
再
び
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ

カ
パ
シ
ア
ン
の
東
南
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
山
際
、
海
抜
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

地
に
、
ハ
イ
チ
独
立
の
黒
人
指
導
者
で
奴
隷
と
し
て
生
ま
れ
た
ア
ン
リ
・
ク
リ
ス

（

）

ト
フ
（H

enry
C
hristophe

）
が
建
設
し
た
の
ハ
イ
チ
国
の
首
都
ミ
ロ
（M

ilot

）

が
あ
る
。
現
在
は
人
口
二
万
人
あ

ま
り
の
郡
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ー
ン

（
町
）
に
す
ぎ
な
い
。
こ
こ
が
ハ

イ
チ
唯
一
の
世
界
遺
産
（（
一
九

八
二
年
登
録
）
の
シ
タ
デ
ル
と
サ

ン
ス
ー
シ
城
が
あ
る
ラ
ミ
エ
ー
ル

国
立
歴
史
公
園
の
基
地
で
あ
る
。

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を
模
し
た
バ

ロ
ッ
ク
様
式
の
サ
ン
ス
ー
シ
城

（
写
真
１３
）
を
一
八
〇
七
〜
一
三

年
に
か
け
て
建
設
し
居
城
と
し

た
。
一
八
四
二
年
の
地
震
で
破
壊

さ
れ
た
部
分
も
あ
る
が
、
内
装
も

高
級
木
材
や
大
理
石
な
ど
を
使
っ

た
豪
奢
な
も
の
で
、
フ
ラ
ン
ス
や

イ
タ
リ
ア
か
ら
取
り
寄
せ
ら
れ
た

建
材
や
装
飾
品
が
用
い
ら
れ
た
と

い
う
。
こ
こ
に
し
っ
か
り
し
た
歴

史
博
物
館
を
建
設
す
れ
ば
、
ハ
イ

チ
独
立
と
そ
の
後
の
苦
悩
の
歴
史

を
実
感
す
る
場
と
し
て
格
好
の
史

跡
地
域
と
な
ろ
う
。

そ
の
さ
ら
に
南
、
標
高
九
七
〇

メ
ー
ト
ル
の
ラ
フ
ァ
リ
エ
ー
ル
山

写真 14 シタデル・ラファリエール 写真 13 サンスーシ城
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頂
に
は
石
積
の
巨
大
な
要
塞
が
あ
る
（
写
真
１４
）。
シ
タ
デ
ル
・
ラ
フ
ァ
リ
エ
ー

ル
は
一
八
〇
五
年
か
ら
一
八
一
七
年
に
か
け
て
、
ク
リ
ス
ト
フ
、
の
ち
の
ハ
イ
チ

国
王
ア
ン
リ
一
世
に
よ
っ
て
建
造
さ
れ
た
。
独
立
ま
も
な
い
ハ
イ
チ
を
再
び
支
配

下
に
置
こ
う
と
す
る
旧
宗
主
国
フ
ラ
ン
ス
の
軍
隊
の
侵
攻
を
想
定
し
た
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
黒
人
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
自
身
は
フ
ラ
ン
ス
文
化
や
権
威
へ
の
憧

れ
が
異
常
に
強
く
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
倣
っ
て
皇
帝
と
な
り
首
都
を
カ
パ
シ
ア
ン
に

移
し
（
一
八
一
一
年
）、
カ
プ
ア
ン
リ
と
改
名
し
て
い
る
（
一
八
二
〇
年
ま
で
）。

周
辺
が
歴
史
公
園
と
な
っ
て
い
る
が
、
良
好
な
宿
泊
施
設
な
ど
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
カ
パ
シ
ア
ン
か
ら
の
タ
ク
シ
ー
が
唯
一
の
足
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
サ
ン

ス
ー
シ
城
か
ら
シ
タ
デ
ル
へ
の
行
程
は
数
キ
ロ
あ
る
。
歴
史
公
園
内
と
い
う
こ
と

で
車
が
通
行
で
き
ず
、
バ
イ
ク
と
徒
歩
あ
る
い
は
馬
を
利
用
す
る
し
か
な
い
。
し

か
し
そ
の
不
便
さ
を
補
っ
て
余
り
有
る
壮
大
な
建
築
群
で
あ
る
。
晴
れ
た
と
き
に

は
カ
パ
シ
ア
ン
か
ら
も
そ
の
砦
が
遠
望
で
き
る
。

一
方
で
、
カ
パ
シ
ア
ン
で
栄
華
を
ほ
こ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
プ
ラ
ン
タ
ー
や
商

人
、
職
人
、
さ
ら
に
は
有
色
自
由
人
（
奴
隷
身
分
か
ら
解
放
さ
れ
た
黒
人
や
ム
ラ

ー
ト
）
は
、
黒
人
奴
隷
階
層
の
報
復
を
恐
れ
て
、
キ
ュ
ー
バ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
の
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
な
ど
に
逃
れ
た
。
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
河
口
の
港
湾

都
市
ニ
ュ
ー
オ
リ
ン
ズ
が
そ
の
入
口
と
な
っ
た
。
二
つ
の
都
市
は
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
様
式
で
も
共
通
し
て
い
る
。

ま
た
、
カ
パ
シ
ア
ン
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
サ
ン
チ
ア
ゴ
や
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
へ

の
国
際
直
通
バ
ス
の
起
終
点
で
も
あ
る
。
午
前
の
二
便
し
か
な
い
が
、
道
路
状
況

は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
第
二
の
都
市
サ
ン
チ
ア
ゴ
を
経
由
し
、
山
岳
区
間
が
少
な
い

た
め
、
三
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
あ
る
が
、
約
八
時
間
で
到
着
で
き
た
。

そ
の
ド
ミ
ニ
カ
側
の
国
境
の
町
が
ダ
ハ
ボ
ン
で
、
こ
こ
に
は
両
国
の
共
同
市
場
が

あ
る
。
北
部
の
肥
沃
な
平
野
や
丘
陵
地
を
走
り
車
窓
に
は
水
田
も
散
見
さ
れ
た
。

三

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
の
基
本
指
標
と
主
要
産
業

本
章
で
は
統
計
資
料
（
表
１
）
で
両
国
を
比
較
す
る
。
島
全
体
の
面
積
は
北
海

道
や
樺
太
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
東
側
三
分
の
二
が
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
三
分

の
一
が
ハ
イ
チ
で
あ
る
。
島
の
北
を
北
緯
二
〇
度
線
が
通
過
し
、
東
か
ら
恒
常
的

に
吹
く
貿
易
風
が
湿
っ
た
空
気
を
運
ぶ
海
洋
性
の
気
候
で
あ
る
。
ケ
ッ
ペ
ン
の
気

候
区
分
で
は
サ
バ
ナ
気
候
（A

w

）
で
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
北
の
一
部
は
熱
帯

雨
林
気
候
（A

f

）
と
な
っ
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山

が
連
な
る
北
部
、
中
央
の
脊
梁
山
脈
は
降
水
量
も
多
い
。
こ
の
脊
梁
山
脈
の
東
側

は
降
水
量
が
二
〇
〇
〇
ミ
リ
を
超
え
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
風
下
に
あ
た
る
西
側

は
乾
燥
し
、
も
と
も
と
の
植
生
も
乏
し
い
。
し
か
も
燃
料
の
薪
炭
材
採
取
や
焼
き

畑
に
よ
る
開
発
に
よ
っ
て
森
林
が
ほ
と
ん
ど
伐
採
さ
れ
、
ハ
イ
チ
側
の
森
林
面
積

は
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
あ
る
。
そ
れ
が
表
１
で
ド
ミ
ニ
カ
の
森
林
面
積
率
が
四
一

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ハ
イ
チ
は
三
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
い
極
端

に
低
い
数
値
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ド
ミ
ニ
カ
の
山
間
部
で
は
で
夏
は
快
適

だ
が
、
冬
は
暖
房
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
ほ
ど
冷
え
込
む
こ
と
も
あ
る
。

人
口
は
ハ
イ
チ
一
〇
七
三
万
人
（
二
〇
一
九
年
、
世
銀
）、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

一
一
二
六
万
人
（
二
〇
一
九
年
、
世
銀
）、
島
全
体
で
二
一
九
九
万
人
と
い
う
稠

密
な
人
口
を
抱
え
る
。
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
の
ハ
イ
チ
の
人
口
密
度
は

三
八
三
人
で
、
日
本
の
人
口
密
度
三
三
六
人
（
二
〇
一
六
年
）
よ
り
も
高
く
、
カ

リ
ブ
海
域
の
独
立
国
の
な
か
で
も
バ
ル
バ
ド
ス
に
つ
い
で
人
口
密
度
が
高
い
。
キ

ュ
ー
バ
が
人
口
一
一
三
三
万
（
二
〇
一
九
年
）、
人
口
密
度
一
〇
二
人
（
二
〇
一

― １０ ―



表 1 ドミニカ共和国とハイチの基本指標の比較

指 標 ドミニカ共和国 ハイチ

人口（万人）2019年 1,126 1,073

面積（万 km2）2019年 4.9 2.8

人口密度（km2／人）2019年 230 383

産業別人口比率（％）
ドミニカ：2016年，ハイチ：2003年

第 1次 9.3
第 2次 17.6
第 3次 73.1

第 1次 50.4
第 2次 10.4
第 3次 39.2

非識字率（％）2015年 男／女 8.8/7.7 35.7/42.7

老年人口率 65歳以上（％）2015年 6.5 4.6

乳幼児死亡率（％）2015年 28.1 63.6

清潔な水を利用している人口の比率（％） 85.0 58.0

清潔なトイレを利用できる人口比率（％） 84.0 28.0

人間開発指数 0.76 0.51

国土に占める森林割合（％）2015年 41.0 3.5

1人当たり国民総所得（US ドル）2019年 8,282 780

穀物自給率（％）2013年 30 52

エネルギー自給率（％）2015年 12 70

貿易総額（百万ドル）
ドミニカ：2020年（ドミニカ税関総局）
ハイチ：2018年（WTO，物品のみ）

輸出 9,853
輸入 17,278

輸出 1,078
輸入 4,820

外貨準備高（百万ドル）（2020年 7月：中銀） 6,689 237

対外公的債務（億ドル）（2017年：外務省） 298 22

世界銀行分類 高中所得国 後発発展途上国

DAC 分類 高中所得国 低所得国

都市人口比率（％）
（世界国勢図会）

1980年 51.3
2000年 61.8
2020年 82.5

1980年 20.5
2000年 35.6
2020年 57.1

首都と首都人口（人），首都の人口密度（人/km2），
都市圏人口（人）
ドミニカ：2020年，ハイチ：2019年

サントドミンゴ
1,049,567
10,049
4,210,121

ポルトープランス
1,234,742
34,260
2,754,812

（資料）世界銀行，ILO，世界国勢図会 2020/21，山岡（2018）ほかにより作成。飲料水・トイレの
データは 2015年。首都や都市圏の人口は，スペイン，フランス語のウィキペディアによ
る。

※ハイチのエネルギー自給率の高さは，薪炭燃料利用が農村部で中心となっているためである。
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六
年
）
に
比
べ
る
と
、
こ
の
島
の
人
口
密
度
が
い
か
に
高
い
か
わ
か
る
。

産
業
別
人
口
比
率
で
も
、
ハ
イ
チ
は
第
一
次
産
業
人
口
比
率
が
五
〇
パ
ー
セ
ン

ト
と
中
南
米
諸
国
で
最
も
高
い
。
そ
れ
は
都
市
人
口
の
比
率
の
低
さ
の
裏
返
し
で

も
あ
る
。
一
九
八
〇
年
の
ハ
イ
チ
が
二
〇
・
五
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
が
五
一
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
両
国
と
も
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
が
著
し
い
が
、
そ
れ

が
と
り
わ
け
顕
著
に
な
っ
て
き
た
の
は
二
一
世
紀
以
降
で
あ
る
。

両
国
と
も
主
食
は
南
ア
メ
リ
カ
に
起
源
す
る
キ
ャ
ッ
サ
バ
な
ど
の
芋
類
と
調
理

用
バ
ナ
ナ
（
プ
ラ
ン
テ
ィ
ン
）
を
よ
く
食
べ
る
が
、
い
ち
ば
ん
の
主
食
は
米
で
あ

る
。
イ
ン
デ
ィ
カ
の
長
粒
米
で
、
様
々
な
豆
類
を
煮
て
そ
の
汁
と
い
っ
し
ょ
に
炊

き
込
ん
だ
色
の
つ
い
た
ご
は
ん
が
一
般
的
で
あ
る
。
旅
行
中
に
水
田
も
平
地
で
は

見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
現
在
の
ハ
イ
チ
は
農
業
国
と
い
っ
て
も
日
常
の
食
料
も

こ
と
欠
く
状
態
で
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
か
ら
米
を
大
量
に
輸
入
し
て
い
る
国
も
ハ

（

）

イ
チ
で
あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
が
南
部
の
ジ
ャ
ク
メ
ル
の
山
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
の

が
主
要
農
産
物
と
い
え
る
ぐ
ら
い
で
、
か
つ
て
世
界
一
を
誇
っ
た
砂
糖
生
産
の
面

影
は
ま
っ
た
く
な
い
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽
培
は
零
細
農
民
の
粗
放
的
・
個
別
的
形
態

で
行
な
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
（
写
真
１０
参
照
）。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
砂
糖
生
産
の
ピ
ー
ク
は
二
〇
世
紀
以
降
で
あ
る
。
米
国
資

本
に
よ
る
大
規
模
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
三
〇
も
一
気
に
建
設
さ
れ
、
当
初
は
キ

ュ
ー
バ
か
ら
の
移
民
労
働
力
、
の
ち
に
小
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
各
地
か
ら
の
季
節
労

働
者
や
ハ
イ
チ
か
ら
の
移
民
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
（
狐
崎
知
己

二
〇
一
八

三

五
頁
）。

ハ
イ
チ
は
か
つ
て
は
砂
糖
が
重
要
な
輸
出
作
物
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
価
格

の
低
迷
に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
振
る
わ
な
い
。
そ
の
た
め
耕
地
も
他
の
食
用
作
物
に

代
わ
っ
て
き
て
い
る
。
い
ず
れ
も
小
規
模
・
零
細
農
家
が
多
く
、
モ
ロ
コ
シ
や
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
自
給
用
作
物
が
小
規
模
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、
食
糧
自
給
率
は

五
割
に
も
満
た
な
い
。
毎
年
襲
来
す
る
ハ
リ
ケ
ー
ン
や
雨
季
の
降
水
に
よ
っ
て
土

砂
崩
れ
や
水
害
が
頻
発
し
、
し
か
も
そ
の
復
興
に
き
わ
め
て
て
時
間
が
か
か
る
脆

弱
な
環
境
に
あ
る
。
と
り
わ
け
二
〇
一
六
年
一
〇
月
の
ハ
リ
ケ
ー
ン
・
マ
シ
ュ
ー

は
ハ
イ
チ
経
済
に
大
打
撃
を
与
え
、
約
二
〇
億
ド
ル
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
分
の
一
相
当

の
損
失
が
で
た
。
農
業
セ
ク
タ
ー
で
も
五
億
八
千
万
ド
ル
相
当
の
被
害
を
受
け
、

同
国
の
収
穫
物
の
九
割
が
被
害
を
受
け
た
。

両
国
の
経
済
を
支
え
る
大
き
な
資
金
が
移
民
に
よ
る
本
国
の
家
族
等
へ
の
送
金

で
あ
る
。
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
は
約
五
割
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
だ
が
、
ハ
イ
チ
で

は
、
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、
チ
リ
や
隣
国
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
が
多
い
。
二

〇
一
七
年
の
推
定
送
金
額
は
二
七
億
七
二
百
万
ド
ル
と
、
じ
つ
に
ハ
イ
チ
の
Ｇ
Ｄ

（

）

Ｐ
の
約
三
分
の
一
（
約
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
マ
イ
ア
ミ
や
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
は
大
き
な
ハ
イ
チ
人
や
ド
ミ
ニ
カ
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
る
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
一
人
当
た
り
の
国
民
総
所
得
は
八
二
八
二
ド
ル
で
、
高
中
所

得
国
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
所
得
格
差
は
大
き
く
地
方
の
貧
困
は
深
刻
で

あ
る
。
ハ
イ
チ
に
い
た
っ
て
は
七
八
〇
ド
ル
と
西
半
球
諸
国
の
最
低
水
準
で
あ

る
。現

在
の
ド
ミ
ニ
カ
の
主
要
産
業
は
ニ
ッ
ケ
ル
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
な
ど
の
鉱
業
、

繊
維
加
工
・
医
療
用
品
製
造
な
ど
の
軽
工
業
と
農
業
で
あ
る
。
第
三
次
産
業
人
口

は
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、
観
光
業
と
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
業

に
特
色
を
も
つ
。
観
光
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
南
米
か
ら
の
格

安
直
行
便
が
プ
ン
タ
カ
ー
ナ
、
ラ
・
ロ
マ
ー
ナ
、
北
部
の
プ
エ
ル
タ
プ
ラ
タ
な
ど

の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
直
接
乗
り
入
れ
て
い
る
。
ク
ル
ー
ズ
船
も
数
多
く
あ
り
、
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
を
も
っ
た
高
級
海
岸
リ
ゾ
ー
ト
か
ら
大
衆
的
な
オ
ー
ル
イ
ン
ク
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ル
ー
シ
ブ
ホ
テ
ル
も
盛
況
で
、
大
き
な
外
貨
獲
得
源
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
イ
チ
の
経
済
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
よ
り
も
格
段
に
低
い
。
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出

を
除
い
て
、
農
業
も
、
工
業
も
ほ
と
ん
ど
機
能
し
て
い
な
い
。
最
も
大
き
な
財
源

が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
は
じ
め
国
や
国
際
機
関
か
ら
の
物
資
・
財
政
援
助
と
、
自

国
を
出
て
働
く
ハ
イ
チ
出
身
者
の
送
金
で
あ
る
。
下
層
・
貧
困
層
は
多
く
の
が
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
へ
の
移
住
や
出
稼
ぎ
で
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
や
野
菜
な
ど
の
農
作
業
、

建
設
労
働
、
ホ
テ
ル
で
の
就
業
な
ど
に
従
事
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ハ
イ
チ
の
国
際
移
動
の
特
色
は
、
支
配
者
の
圧
政
や
不
合
理
な
搾
取
、

統
治
の
機
能
不
全
に
陥
り
、
エ
リ
ー
ト
層
、
知
識
人
層
が
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
カ

ナ
ダ
な
ど
北
米
へ
多
数
移
住
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
自
国
の
優
秀

な
人
材
資
源
の
不
足
が
は
な
は
だ
し
い
。
ア
フ
リ
カ
系
黒
人
が
全
人
口
の
九
五
パ

ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
が
、
そ
の
上
で
旧
宗
主
国
の
フ
ラ
ン
ス
な
ど
海
外
で
教
育
を

う
け
、
国
内
の
政
府
系
企
業
の
実
権
を
握
っ
て
い
る
の
が
、
白
人
と
黒
人
の
混
血

で
あ
る
ム
ラ
ー
ト
と
、
二
〇
世
紀
に
な
っ
て
母
国
を
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
や
シ
リ

ア
・
レ
バ
ノ
ン
人
で
あ
る
。
富
の
再
配
分
で
も
き
わ
め
て
不
平
等
で
あ
る
。

四

激
動
の
歴
史
と
苦
悩
の
な
か
で
│
植
民
地
か
ら
国
民
国
家
へ

サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
（Santo

D
om
ingo

）
は
、
ス
ペ
イ
ン
が
か
つ
て
イ
ス
パ
ニ

ョ
ー
ラ
島
全
土
を
支
配
し
時
期
の
植
民
地
の
名
称
だ
が
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
が

西
側
の
三
分
の
一
を
占
め
た
あ
と
は
、
東
側
三
分
の
二
を
ス
ペ
イ
ン
が
支
配
し
た

領
域
の
名
称
で
も
あ
る
。
一
方
、
サ
ン
ド
マ
ン
グ
（Saint-D

om
ingue

）
は
、
一

六
五
九
年
か
ら
一
八
〇
四
年
ま
で
の
間
、
カ
リ
ブ
海
の
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
西

側
の
三
分
の
一
を
占
め
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
名
称
で
あ
る
。
砂
糖
と
コ
ー

ヒ
ー
輸
出
で
、
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
の
中
で
も
最
も
利
益
を
上
げ
て
い
た
。

こ
の
二
つ
の
領
域
の
支
配
関
係
・
地
政
学
は
す
こ
ぶ
る
複
雑
で
あ
る
。
自
然
環

境
と
か
ら
め
て
概
観
し
て
お
こ
う
。
平
地
と
し
て
は
、
ド
ミ
ニ
カ
の
中
央
山
脈
と

北
の
海
岸
山
脈
の
間
に
は
シ
バ
オ
平
原
が
開
け
て
、
第
二
の
都
市
サ
ン
チ
ア
ゴ
や

第
四
位
の
ラ
ベ
ガ
（La

V
ega

）
が
位
置
す
る
。
山
脈
周
辺
に
は
丘
陵
地
が
発
達

し
、
東
部
は
低
平
な
草
原
と
な
っ
て
い
る
。

ハ
イ
チ
で
は
ド
ミ
ニ
カ
の
南
部
か
ら
連
続
す
る
南
部
山
脈
の
標
高
が
高
く
、
ラ

・
セ
ル
山
（Pic

de
la
Selle

）
が
ハ
イ
チ
の
最
高
峰
（
二
六
八
〇
ｍ
）
と
な
っ
て

い
る
。
シ
エ
ラ
・
デ
・
ネ
イ
バ
（Sierra

de
N
eiba

）
は
中
央
山
脈
の
南
、
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
の
南
西
か
ら
北
西
方
向
に
伸
び
て
、
ハ
イ
チ
中
部
の
ゴ
ナ
イ
ブ
湾
に

続
く
山
脈
で
あ
る
。
こ
の
間
の
低
地
が
ク
ル
ド
サ
ッ
ク
平
野
で
、
南
北
を
断
層
に

よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
構
造
谷
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
西
端
に
ハ
イ
チ
の
首
都
ポ
ル

ト
ー
プ
ラ
ン
ス
が
あ
る
。

し
か
も
島
の
西
側
の
海
岸
線
は
出
入
り
が
多
く
、
イ
ギ
リ
ス
や
フ
ラ
ン
ス
の
海

賊
（
バ
ッ
カ
ニ
ア
）
の
格
好
の
隠
れ
場
所
・
拠
点
と
な
っ
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
イ

ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
西
北
の
離
島
ト
ル
ト
ゥ
ー
ガ
島
（
ス
ペ
イ
ン
語：

Isla
Tor-

tuga

、
フ
ラ
ン
ス
語
ト
ル
テ
ュ
島
（Île

de
la
Tortue

）
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ブ
ス

が
最
初
に
こ
こ
に
上
陸
し
て
い
る
。
一
六
三
〇
年
以
降
、
ト
ル
ト
ゥ
ー
ガ
島
は
フ

ラ
ン
ス
と
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
に
分
割
さ
れ
、
そ
こ
に
オ
ラ
ン
ダ
人
海
賊
も
入
り

（

）

交
じ
っ
て
無
法
地
帯
と
な
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
何
度
か
奪
還
を
試
み
る
が
、
し
だ

い
に
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
西
半
分
の
支
配
を
放
棄
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

た
だ
、
海
賊
の
勢
力
は
、
一
六
八
〇
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
で
外
国
船
に
対
し
て

の
海
賊
行
為
が
禁
じ
ら
れ
た
た
め
衰
退
し
て
い
く
。
一
六
八
四
年
の
レ
ー
ゲ
ン
ス

ブ
ル
ク
で
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
が
和
約
を
結
び
、
九
七
年
に
は
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
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条
約
で
サ
ン
ド
マ
ン
グ
の
領
有
権
は
フ
ラ
ン
ス
に
移
さ
れ
た
。
島
嶼
の
さ
ら
に
そ

の
離
島
と
し
て
の
ト
ル
ト
ゥ
ー
ガ
島
は
、
互
恵
的
、
有
機
的
、
脱
領
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
典
型
と
い
え
よ
う
（
佐
藤
幸
男

二
〇
二
〇
、
四
七
頁
）。

一
六
九
七
年
に
は
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
平
和
条
約
に
よ
っ
て
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の

西
側
が
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
る
。
そ
の
後
、
一
七
九
五
年
に
は
仏
西
戦
争
の
結
果
、

全
島
が
フ
ラ
ン
ス
領
と
な
る
。
そ
の
低
地
に
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
が
作
付
け
ら
れ
、
当

時
と
し
て
は
世
界
最
大
の
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
植
民
地
と
な
っ
た
。

一
八
世
紀
は
カ
リ
ブ
海
域
諸
島
が
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
奴
隷
労
働
力
を
も
ち
い
た

砂
糖
生
産
の
全
盛
期
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
逃
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
人
に
よ
っ
て
新

し
い
大
規
模
製
糖
技
術
が
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
領
の
バ
ル
バ
ド
ス
（
一
六
四
〇
〜
一
六

九
〇
年
）、
つ
い
で
ジ
ャ
マ
イ
カ
（
一
六
九
〇
〜
一
七
二
〇
年
）
に
拡
散
し
た

（
ア
ラ
ン
・
テ
イ
ラ
ー

二
〇
二
〇
、
一
〇
九
│
一
一
六
頁
）。
そ
の
成
功
を
み
た

フ
ラ
ン
ス
領
で
は
、
サ
ン
ド
マ
ン
グ
を
は
じ
め
、
マ
ル
テ
ィ
ニ
ー
ク
、
グ
ア
ダ
ル

ー
プ
、
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
で
砂
糖
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
始
す
る
。
一
七
八

三
年
の
時
点
で
、
サ
ン
ド
マ
ン
グ
に
は
七
八
三
の
製
糖
工
場
、
三
一
一
七
の
コ
ー

ヒ
ー
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
三
一
五
〇
の
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
、
一
八
二
の
ラ
ム
酒
蒸
留
所
が
稼
働
し
て
い
た
（
山
岡
加
奈
子
編

二
〇
一
八

一
八
頁
、
狐
崎
知
己
）

一
七
九
一
年
八
月
一
四
日
、
そ
の
中
心
で
あ
っ
た
カ
パ
シ
ア
ン
近
郊
の
「
カ
イ

マ
ン
の
森
」
に
黒
人
奴
隷
の
指
揮
官
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
白
人
農
園
主
に
対
し
て

（

）

反
乱
を
誓
い
合
っ
た
。
砂
糖
に
関
す
る
す
べ
て
の
施
設
を
破
壊
し
、
畑
に
火
を
つ

け
て
、
徹
底
し
た
革
命
を
め
ざ
し
た
。
そ
の
黒
人
指
揮
者
が
ト
ゥ
ー
サ
ン
・
ル
ヴ

ェ
ル
チ
ュ
ー
ル
（Toussaint

Louverture

）
で
あ
っ
た
。
折
し
も
フ
ラ
ン
ス
本
国

で
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
人
権
宣
言
や
王
政
が
廃
止
さ
れ
、
ル
イ
一
六
世
の
処

刑
で
共
和
制
が
成
立
し
た
が
、
新
大
陸
で
最
初
の
共
和
制
を
う
ち
た
て
た
の
が
ハ

イ
チ
で
あ
っ
た
（
一
八
〇
四
年
）。

し
か
し
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
革
命
の
あ
と
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
る
第
一
帝
政
が
一

七
九
九
年
に
成
立
す
る
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
兵
を
ハ
イ
チ
に
送
り
込
ん
だ
。
ハ
イ
チ

革
命
の
影
響
が
ジ
ャ
マ
イ
カ
な
ど
周
辺
の
植
民
地
に
波
及
を
す
る
こ
と
を
恐
れ
る

イ
ギ
リ
ス
も
加
勢
し
た
。
建
国
の
父
、
デ
サ
リ
ー
ヌ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
倣
っ
て
皇

帝
と
し
て
即
位
し
、
ハ
イ
チ
帝
国
が
成
立
す
る
。
黒
人
国
家
ハ
イ
チ
が
再
び
奴
隷

制
に
戻
る
こ
と
へ
の
脅
威
か
ら
、
残
っ
た
白
人
を
処
刑
し
、
白
人
が
資
産
や
土
地

を
所
有
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
。
こ
の
「
ハ
イ
チ
脅
威
論
」
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
農
園

主
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
な
ど
へ
の
逃
亡
を
促
し
、
自
国
の

経
済
を
後
退
さ
せ
た
。
独
立
戦
争
の
結
果
、
ハ
イ
チ
の
人
口
は
一
五
万
人
も
失
わ

れ
て
、
三
八
万
人
に
落
ち
込
ん
だ
。
し
か
も
男
女
比
は
三
対
一
と
い
う
い
び
つ
な

人
口
構
造
を
ひ
き
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
宗
主
国
へ
の
農
産
品
の
輸
出
の
道
も

閉
ざ
さ
れ
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
自
体
も
、
自
由
を
得
た
黒
人
に
は
、
賃
労
働
と

い
う
形
で
す
ら
実
現
が
困
難
と
な
っ
た
。「
ゲ
ー
ム
の
ル
ー
ル
も
プ
レ
イ
ヤ
ー
も

欠
落
し
た
状
態
」（
山
岡
加
奈
子
編

二
〇
一
八

二
二
頁
、
狐
崎
知
己
）
で
の

国
土
再
建
で
あ
っ
た
。

い
ち
早
く
独
立
を
将
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
も
、
南
部
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
す
る
た
め
の
奴
隷
制
度
の
廃
止
に
は
反
対
の
態
度
を
と
る
。
こ
の
よ
う
な

四
面
楚
歌
の
な
か
で
の
ハ
イ
チ
の
独
立
は
、
解
放
奴
隷
に
よ
る
平
等
な
土
地
の
分

配
、
自
作
農
化
は
、
高
度
な
農
工
一
体
型
の
大
規
模
砂
糖
生
産
シ
ス
テ
ム
を
も
壊

滅
さ
せ
、
独
立
国
家
と
し
て
の
世
界
の
国
々
か
ら
の
承
認
も
遅
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス

は
一
八
二
五
年
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
い
た
っ
て
は
リ
ン
カ
ー
ン
が
奴
隷
解
放
宣

言
を
す
る
一
八
六
二
年
ま
で
ハ
イ
チ
の
承
認
は
持
ち
越
さ
れ
た
。
さ
ら
に
多
額
の
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ハイチ
ドミニカ共和国

賠
償
金
を
フ
ラ
ン
ス
が
ハ
イ
チ
に
要
求
し

た
た
め
、
そ
の
負
債
返
還
を
理
由
に
、
一

時
期
、
ハ
イ
チ
は
ア
メ
リ
カ
の
保
護
下
に

は
い
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
、
白
人
の
資
産

家
は
独
立
戦
争
に
よ
り
自
由
の
感
覚
を
得

た
が
、
ア
フ
リ
カ
系
黒
人
は
奴
隷
の
ま
ま

だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
奴
隷
制
度
廃

止
論
者
が
彼
ら
の
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た

が
、
王
侯
貴
族
が
い
ま
だ
に
支
配
し
て
い

た
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
革
命
を
起
こ
し
た

人
々
は
自
国
の
貴
族
に
刃
向
か
っ
た
が
、

植
民
地
の
砂
糖
諸
島
に
い
る
ア
フ
リ
カ
系

黒
人
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
に
つ
い
て
は

決
め
か
ね
て
い
た
。「
革
命
時
代
」
は
所

有
権
に
対
抗
し
て
自
由
の
概
念
を
推
し
進

め
た
が
、
そ
れ
ら
の
大
き
な
衝
突
の
先
に

何
が
あ
る
か
は
誰
に
も
よ
く
わ
か
ら
な
か

っ
た
。（
マ
ー
ク
・
ア
ロ
ン
ソ
ン
、
マ
リ

ナ
・
ブ
ド
ー
ズ

二
〇
一
七
、
一
一
一
│

一
一
二
頁
）

ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
進
化
生
物
学
者
・

生
物
地
理
学
者
の
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
、

『
銃
・
病
原
菌
・
鉄
』（
一
九
九
七
）
で
人

図 2 ドミニカ共和国とハイチの人口推移（1820～1960年）
（山岡加奈子編 2018 : 29、原図は Bulmer Thgmas 2012より狐崎作成）

図 3 ドミニカ共和国とハイチの人口密度と 1人あたり GDP の推移（1960～2010年）
（World Bank 資料より筆者作成）
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類
史
・
文
明
の
発
展
を
環
境
の
初
期
条
件
の
差
違
か
ら
論
じ
た
あ
と
、
次
著
『
文

明
崩
壊
』（
二
〇
〇
五
）
で
は
、
過
去
・
現
在
の
世
界
の
文
明
・
社
会
衰
退
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
環
境
の
違
い
だ
け
で
は
論
じ
ら
れ
な
い
例
と
し
て
、
ハ
イ
チ
と
ド
ミ

ニ
カ
共
和
国
と
い
う
ひ
と
つ
の
島
の
な
か
で
の
と
て
つ
も
な
い
発
展
の
落
差
と
し

て
と
ら
え
て
い
る
。
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
そ
の
結
論
と
し
て
「
ド
ミ
ニ
カ
の
環
境
は

ハ
イ
チ
の
環
境
と
つ
な
が
っ
て
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
ハ
イ
チ
は
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
に
最
大
の
影
響
を
及
ぼ
す
国
で
あ
る
と
言
う
こ
と
だ
。」（
ダ
イ
ア

モ
ン
ド

二
〇
〇
五

一
二
六
頁
）
と
し
て
、
左
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
が
ハ
イ
チ
の
将
来
に
建
設
的
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
は

あ
る
だ
ろ
う
か
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
共
和
国
が
ハ
イ
チ
の
問
題
解
決
の
拠
り

ど
こ
ろ
と
な
る
見
込
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
そ
う
だ
。
共
和
国
は
貧
し
く
自
国

民
の
福
利
に
も
あ
り
余
る
問
題
を
か
か
え
て
い
る
。
ふ
た
つ
の
国
は
、
異
な

る
言
語
や
異
な
る
自
己
像
を
含
む
文
化
的
な
障
壁
で
分
断
さ
れ
て
い
る
。
両

国
の
間
に
は
長
く
根
深
い
対
立
の
伝
統
が
あ
り
、
多
く
の
ド
ミ
ニ
カ
人
は
ハ

イ
チ
を
ア
フ
リ
カ
の
一
部
と
み
な
し
て
ハ
イ
チ
人
を
軽
蔑
す
る
一
方
、
多
く

の
ハ
イ
チ
人
は
外
国
か
ら
の
干
渉
に
猜
疑
心
を
抱
く
。
ハ
イ
チ
人
と
ド
ミ
ニ

カ
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
自
国
が
相
手
か
ら
受
け
た
残
虐
行
為
の
歴
史
を
忘
れ
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
ド
ミ
ニ
カ
人
は
十
九
世
紀
の
ハ
イ
チ
に
よ
る
ド
ミ
ニ
カ

の
侵
略
と
、
二
十
二
年
間
の
占
領
を
憶
え
て
い
る
│
│
占
領
の
肯
定
的
な
側

面
、
例
え
ば
奴
隷
制
の
廃
止
な
ど
に
つ
い
て
は
忘
れ
て
い
る
。
ハ
イ
チ
は
、

ト
ル
ヒ
ー
ヨ
が
た
だ
一
度
に
し
て
最
悪
の
暴
虐
を
尽
く
し
、
一
九
三
七
年
十

月
二
日
か
ら
十
月
八
日
の
あ
い
だ
に
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
北
西
部
に
シ
バ
オ

マ
チ
ュ
ー
テ

の
各
地
に
住
む
二
万
人
の
ハ
イ
チ
人
を
す
べ
て
（
鉈
）
で
虐
殺
す
る
よ
う
に

命
じ
た
こ
と
を
憶
え
て
い
る
。
今
日
で
も
、
両
政
府
の
あ
い
だ
に
協
調
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
警
戒
心
、
あ
る
い
は
敵
対
心
を
持
っ
て
互
い
を
見
る
傾
向
が

強
い
（
ダ
イ
ア
モ
ン
ド

二
〇
〇
五

一
二
六
頁
）。

人
口
や
人
口
密
度
、
一
人
あ
た
り
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
推
移
か
ら
両
国
の
径
路
が
い
つ

大
き
く
分
岐
し
た
の
か
を
検
討
す
る
た
め
、
図
２
と
図
３
を
用
意
し
た
。
初
期
条

件
と
し
て
、
一
八
二
〇
年
に
は
両
国
と
も
五
〇
万
人
に
も
満
た
な
い
人
口
希
少
国

で
あ
っ
た
。
一
九
六
〇
年
に
は
ド
ミ
ニ
カ
三
二
九
万
人
、
ハ
イ
チ
三
八
二
万
人
と

ハ
イ
チ
が
若
干
人
口
が
多
い
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
て
い
た
。
た
だ
、
一
九
七
四
〜
二
〇

（

）

〇
〇
年
に
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
人
口
が
ハ
イ
チ
を
上
回
る
。

図
３
を
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
以
降
、
ハ
イ
チ
の
人
口
密
度
の
増
加
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
経
済
発
展
の
指
標
と
な
る
一
人
あ
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
、
ド
ミ
ニ
カ
は
二
回
の
減
少
期
を
は
さ
む
が
、
順
調
な
上
昇
カ
ー
ブ

を
描
く
。
と
く
に
二
〇
〇
五
年
以
降
の
急
上
昇
は
注
目
に
値
す
る
。
一
方
、
ハ
イ

チ
は
二
〇
一
八
年
に
よ
う
や
く
一
〇
〇
〇
ド
ル
を
超
え
た
と
い
う
超
低
成
長
を
継

続
し
て
き
た
。

五

ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
環
境
地
政
学

ス
ペ
イ
ン
領
の
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
領
サ
ン
ド
マ
ン
グ
の
よ
う

に
砂
糖
や
コ
ー
ヒ
ー
の
輸
出
に
よ
っ
て
経
済
的
繁
栄
を
謳
歌
す
る
こ
と
な
く
、
放

牧
と
穀
物
・
野
菜
な
ど
を
中
心
と
し
た
自
給
的
な
農
業
が
長
く
続
い
た
。
一
八
一

四
年
に
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
し
て
独
立
し
て
も
、
ハ
イ
チ
か
ら
の
侵
略
で
併
合

（
一
八
二
二
〜
四
二
年
）、
一
八
六
一
〜
六
四
年
の
ス
ペ
イ
ン
へ
の
併
合
、
さ
ら
に
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は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
軍
事
占
領
・
統
治
（
一
九
一
六
〜
一
九
二
四
年
）
と
め
ま

ぐ
る
し
く
統
治
国
は
変
化
す
る
。
そ
れ
だ
け
国
民
国
家
と
し
て
の
意
識
が
希
薄
な

こ
と
の
証
左
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
（borderland

）
で
起
こ
っ
た
ひ
と
つ
の
悲
劇
を
取
り

上
げ
て
み
た
い
。
日
本
の
海
外
移
民
と
し
て
の
ド
ミ
ニ
カ
移
民
で
あ
る
。
一
八
六

八
（
慶
応
四
・
明
治
元
）
年
の
ハ
ワ
イ
移
民
に
は
じ
ま
る
近
代
日
本
の
移
民
史
の

な
か
で
、
ド
ミ
ニ
カ
移
民
は
か
な
り
特
殊
で
あ
る
。
一
九
五
六
〜
五
九
年
ま
で
三

次
に
わ
た
る
募
集
で
、
二
四
九
家
族
、
一
三
一
九
人
が
移
住
し
た
戦
後
の
国
策
移

民
で
あ
る
こ
と
を
ま
ず
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
の
う
ち
、
一
三
三
家
族
が
集
団

帰
国
し
、
七
〇
家
族
が
南
米
な
ど
へ
再
移
住
し
て
い
る
（
今
野
俊
彦
・
高
橋
幸
春

一
九
九
三

二
七
ペ
ー
ジ
）。
杜
撰
な
計
画
が
国
会
で
も
何
度
も
議
論
さ
れ
、
日

本
弁
護
士
連
合
会
人
権
擁
護
委
員
会
へ
の
人
権
侵
害
の
申
し
立
て
、
現
地
調
査
団

派
遣
を
経
て
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
に
現
地
残
留
者
を
中
心
と
し
た
一
二
六
名
が
、

日
本
国
政
府
を
相
手
取
っ
て
約
二
五
億
円
の
国
家
損
害
賠
償
を
求
め
提
訴
し
た
。

裁
判
で
は
国
（
外
務
省
及
び
農
林
水
産
省
）
の
法
的
責
任
を
全
面
的
に
認
め
た

が
、
賠
償
は
棄
却
さ
れ
、
和
解
金
が
支
払
わ
れ
た
。

こ
の
移
民
事
業
を
推
進
し
た
日
本
側
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
後

の
引
揚
者
に
よ
る
食
糧
不
足
、
国
内
の
農
地
不
足
が
あ
る
。
当
時
の
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
の
独
裁
者
ト
ル
ヒ
ー
ジ
ョ
大
統
領
が
、
ハ
イ
チ
国
境
で
の
ハ
イ
チ
人
の
不
法

侵
入
に
手
を
焼
い
て
い
た
。
そ
の
地
域
の
防
衛
目
的
で
の
国
営
コ
ロ
ノ
（
農
場
）

建
設
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
入
植
者
と
し
て
、
ス
ペ
イ
ン
に
つ
づ
い
て
日
本
を
考

え
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
彼
自
身
が
大
の
親
日
家
で
あ
る
こ
と
も
交
渉
が
ス

ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
要
因
で
も
あ
る
。

そ
の
入
植
地
は
次
の
八
個
所
で
あ
る
。
マ
ン
サ
ニ
ー
ジ
ョ
、
ダ
ハ
ボ
ン
、
ハ
ラ

バ
ゴ
ア
ア
、
コ
ン
ス
タ
ン
サ
、
ネ
イ
バ
、
ド
ゥ
ベ
ル
へ
、
ア
ル
タ
グ
ラ
シ
ア
、
ア

グ
ア
ネ
グ
ラ
（
図
１
参
照
）。
そ
の
う
ち
な
ん
と
か
定
着
し
た
の
が
北
西
部
で
、

現
在
も
ハ
イ
チ
と
の
陸
路
で
の
入
り
口
と
な
っ
て
る
北
部
の
ダ
ハ
ボ
ン
、
中
央
山

脈
麓
の
高
冷
な
ハ
ラ
パ
ゴ
ア
、
コ
ン
ス
タ
ン
サ
の
二
開
拓
地
で
あ
る
。
前
者
で
は

少
な
い
用
水
を
利
用
し
て
の
米
栽
培
、
後
二
者
は
野
菜
栽
培
が
主
で
あ
る
。
た
だ

し
、
い
ず
れ
も
都
市
の
消
費
市
場
規
模
が
小
さ
く
、
作
っ
た
作
物
す
ら
販
売
に
苦

労
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
サ
ニ
ー
ジ
ョ
は
漁
業
移
民
で
あ
っ
た
。

ネ
イ
バ
、
ド
ベ
ル
ヘ
は
エ
ン
リ
キ
ュ
ー
ジ
ョ
湖
の
沿
岸
に
あ
る
塩
を
含
む
白
い

土
地
（
写
真
６
参
照
）
で
、
ま
と
も
に
農
作
物
も
作
付
け
ら
れ
な
い
「
平
坦
地
の

生
き
地
獄
」
と
表
現
し
て
い
る
（
今
野
俊
彦
・
高
橋
幸
春
編

一
九
九
三

四
二

頁
）。ア

ル
タ
グ
ラ
シ
ア
、
ア
グ
ア
ネ
グ
ラ
は
山
岳
地
の
コ
ー
ヒ
ー
栽
培
地
で
あ
る
。

配
分
地
は
石
だ
ら
け
の
不
毛
の
土
地
で
、「
ド
ミ
ニ
カ
政
府
は
、
日
本
人
移
民
を

ハ
イ
チ
国
境
地
帯
に
入
植
さ
せ
、
い
わ
ば
国
境
紛
争
の
防
波
堤
」
に
し
よ
う
と
考

え
た
（
同
右

四
五
頁
）。
三
〇
〇
タ
レ
ア
（
一
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
の
無
償
譲
渡

と
い
う
好
条
件
に
つ
ら
れ
て
多
く
の
募
集
者
の
な
か
か
ら
入
植
者
が
選
ば
れ
た
。

し
か
し
、
国
営
入
植
地
（
コ
ロ
ニ
ア
）
に
は
移
民
に
所
有
権
は
な
か
っ
た
。
土
地

無
し
農
民
、
貧
農
救
済
を
名
目
に
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
の
未
開
拓
地
の
�
ド
ミ
ニ

カ
化
�
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
農
民
の
入
植
に

失
敗
し
て
の
ち
に
外
国
人
を
盾
に
し
た
国
境
警
備
を
す
る
た
め
、
管
理
者
は
耕
作

物
、
農
業
生
産
活
動
を
指
定
す
る
、
つ
ま
り
自
由
に
農
民
が
作
付
け
で
き
な
い
土

地
で
あ
っ
た
。

ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
『
文
明
崩
壊
』
の
な
か
で
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
が

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
ひ
と
つ
の
島
で
違
い
を
生
み
出
し
た
要
因
を
次
の
四
点
に
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ま
と
め
て
い
る
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

二
〇
〇
五

一
〇
二
│
一
〇
四
）。
①
イ
ス

パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
の
分
水
嶺
は
ド
ミ
ニ
カ
側
に
あ
り
、
広
い
肥
沃
な
平
野
や
谷
は
ド

ミ
ニ
カ
側
で
、
風
下
も
あ
た
る
ハ
イ
チ
側
は
乾
燥
し
て
も
と
も
と
植
物
の
生
育
は

ド
ミ
ニ
カ
側
よ
り
も
劣
る
。
②
ハ
イ
チ
が
フ
ラ
ン
ス
の
重
要
植
民
地
と
し
て
黒
人

奴
隷
を
労
働
力
と
し
た
集
約
的
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ド
ミ

ニ
カ
側
が
集
約
化
の
意
欲
も
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
人
口
で
は
七

倍
の
差
が
あ
っ
た
（
図
２
参
照
）。
面
積
で
は
ハ
イ
チ
が
ド
ミ
ニ
カ
の
半
分
で
あ

る
た
め
、
単
純
な
人
口
密
度
で
も
ハ
イ
チ
は
ド
ミ
ニ
カ
の
二
倍
あ
っ
た
。
③
両
国

の
独
立
後
も
ド
ミ
ニ
カ
に
は
中
産
階
級
（
ユ
ダ
ヤ
人
、
レ
バ
ノ
ン
人
、
パ
レ
ス
チ

ナ
人
、
キ
ュ
ー
バ
人
、
ド
イ
ツ
人
、
イ
タ
リ
ア
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
）
の
投
資
家
、

専
門
職
が
移
住
し
て
き
た
。
大
土
地
所
有
制
度
を
温
存
し
、
バ
ナ
ナ
、
さ
と
う
き

び
、
タ
バ
コ
、
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
換
金
作
物
の
開
発
が
進
ん
だ
。
一
方
、
ハ
イ
チ

は
革
命
で
自
作
農
化
、
相
続
に
よ
る
土
地
の
細
分
化
に
よ
っ
て
「
貧
困
の
共
有
」

と
い
う
悪
循
環
に
は
い
っ
て
い
き
、
海
外
か
ら
の
援
助
も
得
ら
な
か
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。

さ
ら
に
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
は
、
近
年
格
差
を
生
み
だ
し
た
独
裁
者
の
系
譜
、
ト
ル

ヒ
ー
ジ
ョ
か
ら
バ
ラ
ゲ
ー
ル
と
、
デ
ヴ
ァ
リ
エ
父
子
の
違
い
に
も
注
目
す
る

（
④
）。
い
ず
れ
も
隣
国
人
、
反
対
勢
力
を
大
量
虐
殺
し
た
が
、
環
境
問
題
を
重
視

し
て
、
森
林
保
護
の
た
め
に
国
立
公
園
設
定
や
不
法
森
林
伐
採
の
禁
止
を
徹
底
し

た
ド
ル
ヒ
ー
ジ
ョ
、
バ
ラ
ゲ
ー
ル
に
対
し
て
（
川
名
秀
行

二
〇
一
〇
）、
ハ
イ

チ
の
デ
ヴ
ァ
リ
エ
は
一
族
へ
の
蓄
財
に
の
み
腐
心
し
た
違
い
を
強
調
す
る
。
デ
ヴ

ァ
リ
エ
は
医
師
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
フ
リ
カ
伝
来
の
ブ
ー
ド
ゥ
ー
教
を
崇
拝
し
、

過
度
に
黒
人
文
化
を
礼
賛
し
た
。
た
だ
し
、
両
国
と
も
独
裁
期
が
い
ち
ば
ん
政
権

の
安
定
し
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
運
命
の
い
た
ず
ら
で
あ
る
。
そ
れ
以
外

の
時
期
は
め
ま
ぐ
る
し
く
大
統
領
が
入
れ
替
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
保
護
国

化
、
覇
権
が
す
す
ん
だ
こ
と
ま
で
両
国
は
類
似
す
る
。

ア
メ
リ
カ
と
メ
キ
シ
コ
の
国
境
地
域
の
歴
史
研
究
者
で
あ
る
マ
ル
チ
ネ
ス
（
一

（

）

九
九
四
）
は
、
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
を
国
家
間
の
境
界
線
に
よ
っ
て
二
分
さ
れ
た
地

域
と
し
て
理
解
し
、
そ
れ
を
境
界
に
お
け
る
相
互
作
用
や
相
互
交
流
の
強
弱
に
よ

っ
て
、
安
定
度
の
低
い
も
の
か
ら
高
い
順
に
次
の
四
類
型
を
提
起
し
て
い
る
。

（
一
）
疎
外
型
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
、（
二
）
共
存
型
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
、（
三
）
相

互
医
依
存
型
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
、（
四
）
統
合
型
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
。

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
の
場
合
は
、
出
稼
ぎ
者
の
循
環
的
移
動
は
み
ら
れ

る
も
の
の
、
現
在
で
は
紛
争
や
政
治
対
立
の
た
め
に
、
国
境
を
越
え
た
人
や
文

化
、
技
術
の
交
流
は
ほ
と
ん
ど
な
い
（
一
）
の
類
型
と
い
え
よ
う
。
歴
史
的
に

は
、
国
境
を
越
え
た
交
流
が
限
定
的
な
交
流
が
、
対
立
や
負
の
感
情
を
も
つ
も
の

の
交
流
を
完
全
に
妨
げ
る
ほ
ど
で
は
な
い
（
二
）
の
性
格
も
帯
び
た
時
期
も
あ
っ

た
が
、
両
国
の
経
済
格
差
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
よ
り
両
国
の
国
際
関
係
が
閉
塞

（

）

的
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

六

お
わ
り
に
│
共
通
基
盤
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
・
タ
イ
ノ

こ
こ
ま
で
こ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
二
国
の
現
在
と
過
去
の
差
違
ば
か
り
を
強
調
し

て
き
た
。
し
か
し
も
と
も
と
両
国
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
よ
っ
て
初
め
て
公
式
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
か
ら
白
人
が
入
植
し
、
ス
ペ
イ
ン
文
化
や
慣
習
、
制
度
を
根
付
か
せ
た

歴
史
を
も
つ
。
そ
の
一
体
感
や
、
他
の
カ
リ
ブ
海
域
、
と
り
わ
け
ジ
ャ
マ
イ
カ
や

キ
ュ
ー
バ
、
小
ア
イ
テ
ィ
ル
諸
島
、
バ
ル
バ
ド
ス
島
な
ど
と
異
な
る
何
か
が
あ
る

と
、
在
外
研
究
時
か
ら
思
い
続
け
て
き
た
。
ま
だ
そ
の
本
質
は
見
え
な
い
が
、
い
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ま
考
え
て
い
る
こ
と
を
以
下
に
記
し
て
み
た
い
。

カ
リ
ブ
海
域
の
先
住
民
は
ア
ラ
ワ
ク
族
と
か
タ
イ
ノ
族
、
カ
リ
ブ
族
と
い
わ

れ
、
南
米
大
陸
、
ア
マ
ゾ
ン
、
オ
リ
ノ
コ
川
流
域
か
ら
小
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
、
さ

ら
に
は
大
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
と
島
々
を
飛
石
つ
た
い
に
北
上
し
て
い
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
考
古
学
・
先
史
学
の
大
御
所
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
ク
ラ
ウ
ス
は
そ
の
下
位
区
分

と
し
て
、
タ
イ
ノ
人
（
キ
ュ
ー
バ
島
中
西
部
、
バ
ハ
マ
諸
島
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
島
、

イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
島
な
ど
）、
ア
イ
ラ
ン
ド
カ
リ
ブ
人
（
小

ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
）
に
三
区
分
し
、
さ
ら
に
そ
の
核
心
を
ク
ラ
ッ
シ
ク
・
タ
イ
ノ

人
と
し
て
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
島
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い

る
。

（

）

好
戦
的
な
カ
リ
ブ
人
（
族
）
が
食
人
種
と
い
う
言
説
は
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
み
な

ら
ず
、
タ
イ
ノ
人
も
他
者
表
象
と
し
て
そ
れ
に
与
し
て
い
る
（
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・

ク
ラ
ウ
ス

二
〇
〇
四

三
│
三
八
頁
）。
ク
ラ
ウ
ス
は
、
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
「
発

見
」
か
ら
二
〇
年
ほ
ど
の
あ
い
だ
に
入
植
ス
ペ
イ
ン
人
に
よ
っ
て
金
鉱
採
掘
の
使

役
や
疫
病
に
よ
っ
て
絶
滅
し
た
と
さ
れ
る
通
説
の
背
後
に
あ
る
ス
ペ
イ
ン
人
の
残

虐
性
や
エ
ン
コ
ミ
エ
ン
ダ
制
に
帰
す
る
よ
り
も
、「
状
況
の
産
物
」
で
あ
っ
た
と

い
う
見
解
を
と
る
（
ク
ラ
ウ
ス

二
〇
〇
四

二
二
二
│
二
七
二
頁
）。
タ
イ
ノ

人
が
キ
ャ
ッ
サ
バ
（
現
地
名
ユ
カ
）、
タ
バ
コ
、
マ
メ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
カ
ボ
チ

ャ
、
グ
ア
バ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
な
ど
を
南
米
か
ら
招
来
し
、
東
半
球
熱
帯
の
諸
民

族
と
の
食
料
交
換
に
寄
与
し
た
点
な
ど
も
重
視
す
る
（
ク
ロ
ス
ビ
ー

二
〇
一

七
）。「
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
交
換
」
に
タ
イ
ノ
人
が
果
た
し
た
役
割
と
い
う
中
間
項
を

は
さ
む
こ
と
で
、
食
料
資
源
の
多
様
化
に
注
目
す
る
。

カ
リ
ブ
海
域
で
入
植
し
た
ス
ペ
イ
ン
人
男
性
が
先
住
民
で
あ
る
タ
イ
ノ
女
性
と

容
易
に
結
婚
し
て
混
血
化
が
す
す
ん
で
い
る
こ
と
は
当
地
域
の
イ
ギ
リ
ス
人
、
フ

ラ
ン
ス
人
と
大
き
く
異
な
る
。
国
勢
が
衰
え
た
と
い
え
ど
も
ス
ペ
イ
ン
が
長
ら
く

支
配
し
た
キ
ュ
ー
バ
島
、
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
、
プ
エ
ル
ト
リ
コ
島
で
は
現
地
人

黒
人
系
の
人
々
と
の
ム
ラ
ー
ト
の
人
口
比
率
が
他
の
島
嶼
よ
り
は
高
い
こ
と
は
重

要
で
あ
る
。

今
回
の
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
周
回
で
得
た
さ
さ
や
か
な
発
想
は
、
砂
糖
生
産
地

は
雨
季
と
乾
季
が
は
っ
き
り
し
た
平
地
で
の
黒
人
奴
隷
を
用
い
た
大
規
模
プ
ラ
ン

テ
ー
ョ
ン
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
小
規
模
自
作
農
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー

栽
培
や
自
給
野
菜
、
穀
物
、
い
も
類
は
む
し
ろ
傾
斜
地
、
山
間
地
が
主
要
な
舞
台

で
あ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
が
山
間
部
へ
の
人
口
増
加
、
開
拓
集
落
の
新
設
、
森
林
伐

採
、
燃
料
・
炊
事
用
の
薪
炭
採
取
に
よ
る
植
生
破
壊
を
加
速
し
た
誘
因
で
あ
る
と

い
う
視
点
で
あ
る
。

イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
新
大
陸
で
最
初
に
サ
ト
ウ
キ
ビ
苗
を
カ

ナ
リ
ア
諸
島
か
ら
持
ち
込
ん
だ
島
で
は
あ
る
が
、
そ
の
後
は
砂
糖
産
地
と
し
て
の

永
続
的
な
繁
栄
は
な
か
っ
た
。
ひ
と
え
に
ス
ペ
イ
ン
人
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
経

営
の
意
欲
の
低
下
と
、
そ
の
裏
返
し
で
あ
る
メ
キ
シ
コ
や
ペ
ル
ー
な
ど
で
の
金
銀

採
掘
の
魅
力
に
帰
せ
ら
れ
る
。

一
方
、
カ
リ
ブ
海
域
の
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
る
バ
ル
バ
ド
ス
で
は
一
七
世
紀

に
砂
糖
産
地
と
な
る
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
で
は
主
産
地
化
が
一
八
世
紀
で
、
サ
ン
ド
マ

ン
グ
に
お
け
る
主
産
地
化
は
一
八
世
紀
後
半
に
お
と
ず
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
キ

ュ
ー
バ
や
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
の
砂
糖
主
産
地
化
は
一
九
世
紀
以
降
で
あ
る
。
そ

の
背
景
に
は
ア
メ
リ
カ
産
業
資
本
の
介
入
が
あ
る
。
そ
こ
に
人
口
過
大
な
ハ
イ
チ

や
プ
エ
ル
ト
ル
コ
な
ど
の
周
辺
島
嶼
か
ら
労
働
力
が
投
入
さ
れ
て
、
集
約
的
な
砂

糖
産
地
が
最
後
発
地
と
し
て
成
立
し
た
。

ア
ラ
ブ
人
な
ど
に
よ
っ
て
地
中
海
沿
岸
や
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
栽

― １９ ―



培
を
早
く
か
ら
経
験
し
て
き
た
ス
ペ
イ
ン
人
に
対
し
て
、
そ
の
経
験
が
な
い
フ
ラ

ン
ス
人
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
、
そ
の
技
術
を
す
べ
て
セ
ッ
ト
・
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
移
植
し
た
。
大
規
模
化
、
製
糖
工
程
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
力
化
な
ど
を

達
成
し
た
工
業
を
背
景
と
し
た
経
営
者
的
気
質
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
そ
の
一
方

で
、
機
械
に
代
替
で
き
な
い
労
働
力
は
す
べ
て
外
来
者
│
最
初
は
ア
フ
リ
カ
か
ら

の
黒
人
奴
隷
、
奴
隷
制
度
廃
止
後
は
ア
ジ
ア
か
ら
の
契
約
移
民
│
に
依
存
し
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
タ
イ
ノ
を
は
じ
め
と
す
る
先
住
民
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
要

素
と
し
て
尊
重
す
る
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
、
黒
人
ル
ー
ツ
を
重
要
視
す
る
ハ
イ
チ
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
表
象
の
違
い
に
も
現
れ
て
い
る
。
そ
の
文
化
的
Ｄ
Ｎ
Ａ
に
は
ス

ペ
イ
ン
支
配
の
共
通
基
盤
が
あ
る
の
は
と
い
う
思
い
は
い
ま
も
私
の
脳
裏
か
ら
消

え
な
い
。

﹇
付
記
﹈

本
研
究
は
二
〇
一
六
〜
一
九
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
・
挑
戦
的
萌
芽
研

究
「
カ
リ
ブ
海
域
「
砂
糖
植
民
地
」
の
系
譜
と
産
業
遺
産
の
比
較
技
術
史
」（
一
六
Ｋ
一

二
八
〇
三
、
研
究
代
表
者

野
間
晴
雄
）
の
成
果
で
あ
る
。
ま
た
本
研
究
は
、
二
〇
一

三
年
度
関
西
大
学
在
外
研
究
（
海
外
学
術
研
究
）
の
成
果
で
も
あ
る
。
現
地
調
査
の
機

会
を
与
え
て
い
た
だ
い
た
二
機
関
に
謝
意
を
表
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
現
地
へ
の
旅
行
に

関
し
て
は
、
日
本
で
の
少
な
い
情
報
の
な
か
で
、
筆
者
の
複
雑
な
チ
ケ
ッ
ト
を
首
尾
よ

く
手
配
い
た
だ
い
た
ア
カ
デ
ミ
ー
ト
ラ
ベ
ル
（
大
阪
市
淀
川
区
十
三
東
）
の
松
田
廣
滋
、

戸
田
安
彦
氏
に
お
礼
を
申
し
述
べ
た
い
。
な
お
、
小
稿
に
挿
入
し
た
写
真
は
す
べ
て
筆

者
が
二
〇
二
〇
年
三
月
に
現
地
で
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）
同
じ
カ
リ
ブ
海
域
に
は
、
小
ア
ン
テ
ィ
ル
諸
島
中
の
ウ
ィ
ン
ド
ワ
ー
ド
（
風
上
）

諸
島
最
北
に
位
置
す
る
火
山
島
の
ド
ミ
ニ
カ
国
（
面
積
は
奄
美
大
島
と
ほ
ぼ
同

じ
七
五
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
七
・
一
万
人
、
二
〇
一
八
年
世
界
銀
行

統
計
、
以
下
、
世
銀
と
す
る
）
が
あ
る
。
一
四
九
三
年
の
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス
の
第

二
次
航
海
で
「
発
見
」
さ
れ
、
一
六
三
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
人
が
入
植
し
た
が
、

そ
の
後
イ
ギ
リ
ス
が
占
領
し
、
一
八
〇
五
年
以
降
イ
ギ
リ
ス
領
と
な
る
。
一
九

八
七
年
に
独
立
す
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
連
邦
の
加
盟
国
で
、
先
住
の
カ
リ
ブ
人
が

残
存
す
る
。
両
者
を
区
別
す
る
場
合
は
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
記
す
が
、
以
下
、

本
稿
で
は
ド
ミ
ニ
カ
と
記
し
た
場
合
で
も
す
べ
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
を
さ
す
こ

と
と
す
る
。

（
２
）
海
洋
島
／
洋
島
（oceanic

island

）
と
は
大
陸
棚
の
外
に
あ
る
大
洋
底
か
ら
そ
そ

り
た
っ
て
い
る
島
で
あ
る
。
そ
の
成
因
は
、
火
山
島
か
サ
ン
ゴ
礁
島
で
あ
る
。

陸
島
／
大
陸
島
の
対
語
。

（
３
）
ド
イ
ツ
南
西
部
の
プ
フ
ァ
ル
ツ
地
域
の
継
承
が
原
因
で
お
こ
っ
た
プ
フ
ァ
ル
ツ

戦
争
で
、
ル
イ
一
四
世
の
フ
ラ
ン
ス
が
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク
同
盟
（
ド
イ
ツ
諸
侯

・
皇
帝
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
）
と
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
締
結
し
た
講

和
条
約
。
こ
の
条
約
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
ス
ト
ラ
ス
ブ
ー
ル
と
サ
ン
ド
マ

ン
グ
（
現
在
の
ハ
イ
チ
）
を
獲
得
し
、
南
イ
ン
ド
の
ポ
ン
デ
ィ
シ
ェ
リ
と
カ
ナ

ダ
の
ノ
ヴ
ァ
ス
コ
シ
ア
を
回
復
し
た
。
一
方
、
ス
ペ
イ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
に
占
領

さ
れ
た
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
と
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の
地
域
を
回
復
し
た
が
、
イ

ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
で
は
領
地
を
東
側
に
限
定
さ
れ
た
。
東
側
を
一
四
九
二
年
か

ら
一
八
四
四
年
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
独
立
ま
で
の
三
五
二
年
間
の
う
ち
、
ス
ペ

イ
ン
が
支
配
し
た
の
は
三
〇
三
年
と
圧
倒
的
に
長
い
。

（
４
）D

om
inican

R
epublic-H

aiti
order,

英
語
版
ウ
ィ
キ
ペ
デ
イ
ア

https://en.

w
ikipedia.org/w

iki/D
om
inican_R

epublic%
E2%

80%
93
H
aiti_border

（
二
〇

二
一
年
七
月
一
〇
日
閲
覧
）。
ア
メ
リ
カ
政
府
は
一
九
六
〇
年
頃
に
お
け
る
、
両

国
の
一
九
二
九
年
確
定
の
境
界
の
問
題
点
と
し
て
、
分
水
嶺
が
ド
ミ
ニ
カ
側
あ

り
、
ハ
イ
チ
側
に
流
れ
る
東
西
方
向
の
川
の
水
源
が
ド
ミ
ニ
カ
に
あ
る
こ
と
、

季
節
労
働
者
が
ハ
イ
チ
か
ら
ド
ミ
ニ
カ
側
に
毎
年
来
往
す
る
こ
と
、
両
国
間
の

貿
易
量
が
少
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
（U

S
D
epartm

entof
State

1961

）。

（
５
）
二
〇
二
〇
年
三
月
五
日
〜
一
五
日
の
十
一
日
間
で
、
伊
丹
か
ら
成
田
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
（
ニ
ュ
ー
ア
ー
ク
空
港
）
経
由
で
ド
ミ
ニ
カ
の
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
を
往

復
し
た
。
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（
６
）
ハ
イ
チ
人
の
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
へ
の
移
住
は
一
九
世
紀
に
遡
り
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

農
場
の
契
約
季
節
労
働
者
（
ス
ペ
イ
ン
語
で
ブ
ラ
セ
ロ
、
主
と
し
て
収
穫
労
働
）

に
始
ま
る
。
農
村
地
域
に
バ
テ
ィ
と
呼
ば
れ
る
農
業
集
落
が
三
〇
〇
ほ
ど
形
成

さ
れ
た
。
そ
こ
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
黒
人
、
ム
ラ
ー
ト
の
二
世
・
三
世
か
ら
は
、

多
く
の
ア
メ
リ
カ
プ
ロ
野
球
界
で
の
ス
タ
ー
が
生
ま
れ
て
い
る
。
地
元
産
業
の

衰
退
と
首
都
の
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
に
出
て
き
て
も
安
定
し
た
職
に
就
け
な
い
若

者
に
と
っ
て
、
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
は
夢
を
抱
け
る
世
界
で
あ
る
（
国
本
伊
代
編

二
〇
一
三

一
六
六
│
一
七
三
頁
）。「
広
島
東
洋
カ
ー
プ
ア
カ
デ
ミ
ー
オ
ブ
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
」
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
東
南
部
の
サ
ン
ペ
ド
ロ
・
デ
・
マ
コ

リ
ス
郊
外
に
一
九
九
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
外
国
人
選
手
の
発
掘
・
育
成
の
た
め

の
日
本
初
の
野
球
学
校
で
あ
る
。
な
お
ド
ミ
ニ
カ
で
は
、
米
国
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
三
〇
球
団
の
う
ち
二
八
球
団
が
ド
ミ
ニ
カ
に
ア
カ
デ
ミ
ー
を
も
つ
ほ
ど
、
世

界
で
も
野
球
の
盛
ん
な
国
で
あ
る
。

（
７
）
ハ
イ
チ
革
命
で
黒
人
・
ム
ラ
ー
ト
勢
力
が
政
権
を
握
る
と
、
旧
宗
主
国
の
フ
ラ

ン
ス
や
欧
米
列
強
の
介
入
、
再
支
配
を
恐
れ
て
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
園
の

没
収
、
白
人
プ
ラ
ン
タ
ー
の
追
い
出
し
を
は
か
っ
て
、
そ
の
土
地
を
農
民
に
再

配
分
し
た
。
し
か
し
、
従
来
の
農
工
一
体
型
の
砂
糖
生
産
で
は
、
監
督
者
と
し

て
の
地
位
に
あ
っ
た
有
色
人
、
黒
人
を
除
い
て
は
、
整
地
〜
植
え
付
け
〜
収
穫

〜
粗
糖
生
産
の
複
雑
な
工
程
全
体
を
把
握
で
き
る
奴
隷
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ

た
。
徹
底
し
た
分
業
の
ご
く
一
部
を
割
り
当
て
ら
れ
た
に
す
ぎ
ず
、
革
命
後
に

ハ
イ
チ
の
砂
糖
生
産
は
忌
避
さ
れ
、
一
気
に
落
ち
込
ん
だ
。
む
し
ろ
、
自
作
地

で
の
家
族
の
食
糧
作
物
を
栽
培
し
て
確
保
し
つ
つ
、
農
産
品
を
販
売
す
る
家
族

農
業
形
態
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
の
方
が
山
岳
傾
斜
地
で
も
栽
培
可
能
で
か
つ
導
入

も
容
易
で
あ
っ
た
。
サ
ト
ウ
キ
ビ
は
熱
帯
の
肥
沃
な
平
地
で
の
栽
培
、
糖
分
減

少
を
押
さ
え
る
た
め
に
で
き
る
だ
け
収
穫
地
の
近
く
で
製
糖
す
る
こ
と
が
必
須

で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
満
た
す
農
工
経
営
は
新
た
に
生
ま
れ
た
解
放
黒
人
や
有

色
人
契
約
移
民
に
は
困
難
で
あ
っ
た
。

（
８
）
ス
ペ
イ
ン
王
室
の
支
援
で
行
な
わ
れ
た
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス
の
第
一
回
航
海
は
、
黄

金
と
香
辛
料
の
産
地
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
へ
赴
く
の
が
目
的
で
あ
っ
た
。
イ
ン
デ
ィ

ア
ス
は
本
来
プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
の
地
図
で
ア
ジ
ア
全
域
に
付
さ
れ
た
名
称
で
、

ス
ペ
イ
ン
が
発
見
・
征
服
・
植
民
し
た
地
域
の
総
称
と
し
て
使
わ
れ
た
。
ス
ペ

イ
ン
王
室
は
こ
の
名
称
に
長
く
こ
だ
わ
り
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
統
治
機
関
を
イ

ン
デ
ィ
ア
ス
諮
問
会
議
、
そ
の
た
め
の
法
を
イ
ン
デ
ィ
ア
ス
法
と
呼
ん
だ
。

（
９
）
イ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
島
で
ス
ペ
イ
ン
が
初
期
に
開
発
し
た
の
は
、
最
初
に
金
が
採

取
で
き
た
シ
バ
オ
渓
谷
を
含
む
北
部
の
イ
サ
ベ
ラ
か
ら
サ
ン
チ
ア
ゴ
（Santi-

ago

）
か
ら
ラ
ベ
ー
ガ
（La

V
ega

）、
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
に
か
け
て
の
東
部
の
回

廊
地
帯
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
こ
は
先
住
民
で
あ
る
タ
イ
ノ
人
が
多
く
住
む
豊

か
な
地
域
で
も
あ
り
、
一
連
の
砦
を
築
い
て
こ
の
地
域
の
首
長
権
力
を
排
除
し

よ
う
と
し
た
。
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
未
開
発
で
あ
っ
た
。

「
コ
ロ
ン
ブ
ン
ス
は
優
れ
た
船
乗
り
で
あ
り
、
才
能
に
恵
ま
れ
た
探
検
家
で
あ
っ

た
が
、
行
政
能
力
を
欠
い
て
い
た
」（
ク
ラ
ウ
ス

二
〇
〇
四

二
四
三
頁
）
と

い
う
評
価
は
、
金
銀
採
掘
が
第
一
目
的
で
、
統
治
は
二
の
次
は
あ
っ
た
こ
と
の

証
左
で
あ
る
。
し
か
し
統
治
は
膨
大
な
資
金
を
投
入
し
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
王
室

に
と
っ
て
は
必
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
タ
イ
ノ
人
と
コ
ロ
ン
ブ
ス
ら
の
統
治
者

と
の
現
地
で
の
関
わ
り
や
支
配
の
状
況
を
、
文
化
地
理
学
者
サ
ウ
ア
ー
は
晩
年

の
著
書
で
淡
々
と
記
述
し
て
い
る
（Sauer

一
九
六
六
）。
ス
ペ
イ
ン
国
王
は
最

終
的
に
は
コ
ロ
ン
ブ
ス
一
家
に
よ
る
統
治
を
断
念
し
、
一
族
は
不
遇
な
晩
年
を

送
る
こ
と
に
な
る
。

（
１０
）
交
差
ヴ
ォ
ー
ル
ト
の
稜
線
の
下
に
太
い
ア
ー
チ
を
渡
し
て
補
強
し
た
曲
面
天
井
。

肋
穹
窿
。

（
１１
）
国
際
直
通
バ
ス
は
サ
ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
〜
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
が
午
前
二
便
、
サ

ン
ト
ド
ミ
ン
ゴ
〜
カ
パ
シ
ア
ン
が
午
前
一
便
の
み
運
行
さ
れ
て
い
る
。
国
境

（
前
者
が
ヒ
マ
ニJim

ani

、
後
者
が
ダ
ハ
ボ
ンD

ajabon

）
で
の
通
関
も
含
め
て

丸
一
日
を
要
す
る
。
長
年
運
行
し
て
い
る
信
頼
の
お
け
る
バ
ス
会
社
は
ほ
ぼ
一

社
で
、
料
金
は
三
〇
〜
四
〇
ド
ル
と
安
い
。
乗
客
は
ほ
と
ん
ど
が
ハ
イ
チ
か
ら

の
出
稼
ぎ
者
で
あ
る
。
飛
行
機
も
両
首
都
間
の
直
行
フ
ラ
イ
ト
は
二
社
の
運
行

で
朝
夕
二
便
し
か
な
い
。

（
１２
）
カ
パ
シ
ア
ン
市
街
か
ら
北
西
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ル
に
あ
る
ラ
バ
デ
ィ
ー
（Labadie

）

は
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
着
岸
で
き
る
専
用
埠
頭
を
も
ち
、
周
囲
を
完
全
に
壁
で
囲

ま
れ
た
れ
た
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ビ
ー
チ
で
あ
る
。
マ
イ
ア
ミ
に
本
拠
を
も
つ
カ
リ
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ブ
海
最
大
手
会
社
の
ク
ル
ー
ズ
船
が
定
期
的
に
来
港
し
、
オ
ー
ル
イ
ン
ク
ル
シ

ー
ブ
で
リ
ゾ
ー
ト
を
満
喫
で
き
る
。
カ
リ
ブ
海
域
で
も
こ
れ
ほ
ど
庶
民
の
生
活

と
落
差
が
大
き
い
場
所
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
１３
）
カ
パ
シ
ア
ン
は
ペ
シ
ョ
ン
ヴ
ィ
ル
の
富
裕
層
の
別
荘
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊
に
よ
る
占
領
（
一
九
一
五
〜
三
四
年
）
の
名
残
で
、
南

北
の
通
り
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、
東
西
の
通
り
は
数
字
の
呼
応
が
つ
く
。

（
１４
）
ハ
イ
チ
国
は
一
八
〇
六
〜
一
一
年
ま
で
存
在
し
た
北
部
を
中
心
と
し
た
政
体
で
、

ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
を
含
む
南
部
は
ハ
イ
チ
共
和
国
と
い
う
別
の
政
体
で
あ
っ

た
。
前
者
が
一
八
一
一
年
か
ら
二
〇
ま
で
ハ
イ
チ
王
国
と
名
乗
っ
た
。

（
１５
）
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
農
務
調
査Econom

ic
R
esearch

Service,U
.S.D

EPA
R
T-

M
EN
T
O
F
A
G
R
IC
U
LTU

R
E
https

://w
w
w
.ers.usda.gov/topics/crops/rice/

rice-sector-at-a-glance/

（
二
〇
二
一
年
七
月
閲
覧
）。
二
〇
一
二
／
一
三
│
二
〇

一
六
／
一
七
年
度
の
平
均
で
、
一
位
が
メ
キ
シ
コ
八
三
七
千
ト
ン
、
二
位
が
ハ

イ
チ
三
九
四
千
ト
ン
、
三
位
が
日
本
三
一
六
千
ト
ン
、
四
位
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
二
四

六
千
ト
ン
で
あ
る
（
玄
米
換
算
）。
こ
の
大
量
の
米
輸
入
に
よ
っ
て
、
ハ
イ
チ
国

内
の
自
給
的
米
生
産
は
壊
滅
的
な
打
撃
を
う
け
た
。

（
１６
）
元
、
在
ハ
イ
チ
日
本
国
大
使
の
八
田
善
明
に
よ
る
一
連
の
ハ
イ
チ
事
情
。http

:/

/w
w
w
.apic.or.jp/projects/haiti006.htm

l

（
二
〇
二
一
年
八
月
閲
覧
）

（
１７
）
一
六
四
五
年
に
フ
ラ
ン
ス
自
体
が
こ
の
島
で
の
海
賊
の
定
着
を
図
り
、
娼
婦
や

黒
人
奴
隷
を
輸
入
し
て
い
る
。
一
六
七
〇
年
代
か
ら
海
賊
の
時
代
に
陰
り
が
見

え
始
め
た
た
め
、
島
の
木
材
を
切
り
出
し
て
貿
易
を
開
始
し
て
い
く
。
ウ
ェ
ー

ル
ズ
出
身
の
海
賊
と
し
て
名
高
い
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ル
ガ
ン
は
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
ポ

ー
ト
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
を
拠
点
に
し
て
船
員
を
募
り
、
こ
の
島
を
訪
れ
て
い
る
。

（
１８
）
ブ
ー
ド
ゥ
ー
教
の
要
素
が
強
く
、
黒
人
女
性
神
官
の
指
示
に
よ
り
黒
豚
の
腹
を

抉
る
儀
式
で
蜂
起
が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
（
浜
忠
雄

二
〇
〇
七

二
四
│
二

五
頁
）。
こ
の
場
所
も
カ
パ
シ
ア
ン
の
郊
外
で
あ
る
。

（
１９
）
世
界
銀
行
統
計
に
よ
る
一
九
七
四
年
の
人
口
は
、
ド
ミ
ニ
カ
五
〇
一
万
人
、
ハ

イ
チ
五
〇
〇
万
人
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
は
ド
ミ
ニ
カ
八
四
七
万
人
、

ハ
イ
チ
八
四
六
万
人
で
あ
る
。
こ
の
四
半
世
紀
で
人
口
は
一
・
六
倍
と
な
っ
た
。

そ
の
後
は
ハ
イ
チ
が
常
に
ド
ミ
ニ
カ
の
人
口
を
上
回
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の

上
昇
カ
ー
ブ
は
両
国
と
も
ほ
ぼ
一
次
曲
線
で
、
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。

（
２０
）
ド
イ
ツ
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
ン
ド
を
考
察
し
た
浮
田
（
一
九
八
三
）
は
地
理
学
的
視

点
と
し
て
そ
の
文
化
景
観
の
違
い
を
重
視
す
る
。

（
２１
）
治
安
の
悪
さ
や
安
全
性
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
の
未
整
備
か
ら
、「
カ
リ
ブ
海
」
を
対

象
と
す
る
世
界
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
も
、
ハ
イ
チ
の
項
目
は
意
図
的
に
非

掲
載
ま
た
は
き
わ
め
て
わ
ず
か
し
か
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
ア

メ
リ
カ
の
ペ
ン
ギ
ン
・
ラ
ン
ダ
ム
ハ
ウ
ス
社
の
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
版
のEyew

it-

ness
Travel

シ
リ
ー
ズ
に
は
多
く
の
ク
ル
ー
ズ
情
報
や
、
リ
ー
ワ
ー
ド
諸
島
や

フ
ラ
ン
ス
領
ア
ン
テ
ィ
ル
に
は
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か
れ
て
い
る
の
に
、
ハ
イ

チ
は
項
目
す
ら
な
い
。『
地
球
の
歩
き
方

キ
ュ
ー
バ

バ
ハ
マ

ジ
ャ
マ
イ
カ

カ
リ
ブ
の
島
々
』
で
も
キ
ュ
ー
バ
が
中
心
で
、
そ
の
他
の
カ
リ
ブ
の
島
々
の
一

部
と
し
て
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
の
記
事
は
あ
っ
て
も
、
ハ
イ
チ
の
記
載
は
な
い
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ロ
ン
リ
ー
プ
ラ
ネ
ッ
ト
社
の
『
カ
リ
ブ
海
諸
島
』C

arib-

bean
Islands

（
二
〇
一
七
）
が
、
ポ
ル
ト
ー
プ
ラ
ン
ス
と
カ
パ
シ
ア
ン
を
中
心

に
独
立
し
て
立
項
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
ハ
イ
チ
出
身
で
、
パ
リ
の
ソ
ル
ボ

ン
ヌ
大
学
で
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
と
ハ
イ
チ
の
関
係
を
地
理
学
的
視
点
か
ら
研
究

し
（Thédroat

Jean-M
arie

2003

）、
現
在
は
ハ
イ
チ
大
学
で
教
鞭
を
と
る
テ
オ

ダ
は
、
ド
ミ
ニ
カ
共
和
国
で
は
ハ
イ
チ
革
命
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
教
え
ず
、

若
者
た
ち
は
ト
ゥ
サ
ン
・
ル
ヴ
ェ
ル
チ
ュ
ー
ル
や
デ
サ
リ
ー
ヌ
な
ど
の
革
命
指

導
者
の
名
前
も
全
然
知
ら
な
い
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
山
岡
は
記
し
て
い
る

（
山
岡
加
奈
子

二
〇
一
八

一
七
一
頁
）。

（
２２
）
カ
リ
ブ
人
は
漁
撈
・
狩
猟
採
集
民
族
で
一
三
世
紀
頃
に
南
米
大
陸
か
ら
移
住
し

て
き
た
同
じ
ア
ラ
ワ
ク
語
系
の
後
発
の
民
族
集
団
と
さ
れ
る
（
国
本
伊
代
編

二
〇
一
三

二
三
八
│
二
四
一
頁
）。
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